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＜＜募金委員会からのお願い＞＞

初冬の候，皆様方にはいよいよ研究に，調査に，職務にご精励のことと存じます．

さて，すでにご案内のように，地質学会法人化に際しての基金の募金活動が開始されております．すでに，募金を

いただきました方々には厚くお礼申し上げます．お名前を記して謝意を表します．

なお，現在のところ，まだまだ本格的とは言いがたい状態でございます．弾みをつけて，早期に目標達成ができれ

ば幸いと存じます．今般の厳しい経済状況下ではありますが，学会活性化方策として法人化を図るため不可欠な基金

確保に一層のご協力をお願いする次第です．

2003年12月８日

法人化準備委員会　募金委員会委員長　加藤碵一

醵金者一覧（敬称略・五十音順）

（名誉会員）新井房夫　市川浩一郎　市原　実　糸魚川淳二　氏家　宏　宇留野勝敏　垣見俊弘　勝井義雄　唐木田

芳文　勘米良亀齢　木崎甲子郎　小島丈児　小林英夫　斎藤林次　下山俊夫　諏訪兼位　関根良弘　高柳洋吉　棚井

敏雅　中川久夫　羽田　忍　藤田和夫　古川和代　松本達郎　水野篤行　村田正文　八木健三（正会員）会田信行

赤羽貞幸　秋山雅彦　阿部国広　天野一男　在田一則　安間　莊　安間　恵　石原舜三　伊藤　孝　伊藤谷生　伊藤

康人　猪間明俊　今岡照喜　井本伸広　上杉　陽　歌田　実　永広昌之　大友幸子　大庭　昇　大和田正明　岡田博

有　沖村雄二　片平忠實　勝田和利　加藤孝幸　加藤碵一　狩野謙一　北里　洋　木村純一　熊崎憲次　公文富士夫

黒川勝己　小松正幸　佐々木和彦　佐藤　勝　佐藤博明　嶋本利彦　鈴木徳行　高橋堅造　高橋直樹　竹内圭史　田

u和江　玉生志郎　徳岡隆夫　徳橋秀一（タービダイト） 戸野　聡　中　孝仁　仲井　豊　中野啓二　仲谷英夫

西ヶ谷修　觜本　格　長谷川潔　波田重熙　平林憲次　福冨幹男　真砂祥之助　松葉千年　水谷伸治郎　三宅康幸

宮本　昇　矢内桂三　簗浦進一　山岸宏光　山路　敦　吉岡正俊　吉田鎮男　渡辺其久男　静岡大会見学旅行I班

（富士山）メンバー（上杉　陽　細根清治　藤原みどり　佐藤隆春　伊藤　孝　鎌田浩毅　満岡　孝　三宅康幸　中

谷絵里　妙圓園　猛　清川昌一　川端清司　細谷正夫　山崎博史　倉橋稔幸　高橋　豊　松原義嘉　及川輝樹

Renee, H. eilbronner 伊藤彰彦　染野　誠　吉本充宏　海野　進　千葉達朗）

（12月６日現在）

＜募金方法＞

銀行口座：みずほ銀行　神田駅前支店　普通預金　2058646

口座名：ニホンチシツガツカイボキンイインカイカトウヒロカズ

（日本地質学会募金委員会　加藤碵一）

郵便振替口座：00160-3-776921 日本地質学会募金委員会
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表 紙 紹 介

Glass Creek 溶岩ドームの不均質縞状組織

写真・文　高橋正樹（日本大学文理学部）

アメリカ合衆国カリフォルニア州東部ロングバレー・カルデラ北

西部に発達する南北20kmにわたって伸長したMono-Inyo Craters火

山列のGlass Creek溶岩ドームにみられる不均質縞状組織．黒色の

無斑晶質流紋岩質黒曜石と，斑状流紋岩質発泡溶岩が 混交したも

の．溶岩ドームの中心部は斑状流紋岩質発泡溶岩，周辺部が無斑晶

質流紋岩質黒曜石からなり，両者の境界部にこうした不均質部が発

達する．前者はMono Craterマグマ溜り起源，後者はロングバレ

ー・カルデラマグマ溜り起源で，異なるマグマ溜りからの流紋岩質

マグマが混交したものと考えられている．Glass Creak 溶岩ドーム

は，600年前に噴火した年代の新しい溶岩ドームで長径は約1kmあ

る．同じ火山 列の南方約５kmには，火道ボーリングで有名なInyo

Craterがある．

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

訂正

News誌11月号p.38紹介コーナーにて，書籍表題に誤りがありまし

たので，ここに訂正し，お詫び申し上げます．

（News誌編集委員会）

38頁　左段頭

（誤）Proterozoic East Gondowana

（正）Proterozoic East Gondwana
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日本地質学会会則ならびに選挙細則による役員と
その任期

移行措置における2004年度の役員および代議員
選挙と日程

１．役員の任期は，総会から総会までとし，移行期間およびその後

の総会開催は次のようになります．

2004年度の総会　　2004年９月（千葉）

2005年度以降の総会　　３月

２．正会員の選挙（投票）によって選出される役員および代議員の

任期は２年です．

会　長（＝理事）１名

副会長（＝理事）２名

監　事　２名　毎年１名を改選する．

ただし，１名は会長が専門家（公認会計士等）に委嘱する

ので，会員から選出するのは隔年となります．

代議員　200名（全国区　100名　地方区　100名）毎年半数の

100名を改選する．

全国区の選出は所属別定員充足数を考慮する．

地方区の区分は支部に準ずる．

３．代議員の中から選出される理事（会長・副会長を除く）および

評議員の任期は２年です．

理　事　14名（会長，副会長以外），毎年半数の７名を改選す

る．

その年に当選した代議員（100名）の中から立候補者をつ

のり，全代議員の互選により７名を選出．ただし，理事は代

議員を兼務できません．

評議員　40名　毎年半数の20名を改選，

その年に当選した全国区（50名）の代議員の中から，得票

順および所属別定員充足数を考慮して20名を選出．評議員は

代議員を兼務します．

現在の会長，副会長，評議員および理事全員の任期を，2004年９

月の総会までとし，選挙を下記のとおり実施いたします．

１．正会員の投票により選出

会　長　任期　1.5年（2004年９月～2006年３月）１名

副会長　任期　1.5年（2004年９月～2006年３月）２名

代議員　任期　1.5年（2004年９月～2006年３月）100名

（全国区50，地方区50）

任期　2.5年（2004年９月～2007年３月）100名

（全国区50，地方区50）

監　事　任期　2.5年　１名（会長により専門家に委嘱のため

選挙はしません）

２．代議員からの選出（会員による選挙はありません）

理　事　14名　任期1.5年　７名（任期1.5年の代議員から）

任期2.5年　７名（任期2.5年の代議員から）

評議員　40名　任期1.5年　20名（任期1.5年の全国区の代議員

から）

任期2.5年　20名（任期2.5年の全国区の代議員

から）

３．選挙日程

選挙公示　　　2004年１月10日（News誌　2004年１月号　掲載）

立候補受付　　2004年２月１日～２月29日

選挙広報・投票用紙の発送　３月15日前後

投票期間　　　３月20日～４月20日

開票ならびに選挙結果報告　４月21日以降30日までの間

理事および評議員の選出　　５月初旬開始～６月10日までに決定

先の静岡における第110年総会において，会則ならびに運営細則，

選挙細則の改正が承認され，９月19日より施行されております．今

回の改正は，日本地質学会の法人化実現に向けた改正で，News誌

８月号でも詳細を掲載していますので，本記事とあわせてご覧くだ

さい．

会則改正により，学会運営の仕組みがこれまでとはかなり変わり

ました．とくに大きな変更点は，総会がこれまでの全会員（正会

員･学生会員）の参加によるものから代議員制に移行します．会長

は学会の代表として理事会を組織し，理事は責任をもって学会運営

にあたります．総会に次ぐ議決機関であった評議員会は，新会則で

は，会長（理事会）の諮問機関としての役割を果たし，理事会は評

議員会の答申ならびに助言を尊重して，学会運営にあたります．新

会則の運用に伴い，今後2006年の総会までは段階的に移行措置をと

ることになります．

次年度の選挙において選出される役員の任期および選挙につきま

しても，移行期における特別な扱いとなります．先の総会では移行

措置としての選挙ならびに役員の任期について概ねの予定をご紹介

し，ご承認いただきましたが，その後，理事会において選挙実施に

ともなう役員の交代,任期などについて具体的な検討を重ね，選挙

を執行する選挙管理委員会からのご意見や評議員会での審議を経た

結果，移行期間における役員の任期，選挙の実施などについては当

初の予定を多少変更し，下記のようにいたしました．初めての代議

員選挙を行うにあたり，できるだけわかりやすく混乱のないように

配慮した結果ですので，何卒ご了承ください．なお，2004年度の選

挙につきましては，本誌１月号に掲載の選挙管理委員会からの選挙

公示をもって正式に実施されますのでご承知ください．

１月の公示に先立ち，移行措置における2004年度の選挙の概要を

ご報告いたします．会員各位におかれましては，何とぞ日本地質学

会の新体制へのご理解と関心をお持ちいただき，ご協力くださいま

すようお願い申し上げます．

2003年12月13日

日本地質学会理事会，会長　平　朝彦

2004年度役員および代議員選挙について



１．日本地質学会賞

受賞対象：地質学に関する優秀な業績をおさめた本会正会員もしく

は名誉会員，またはこれらの会員を代表とするグループ．

応募方法：下記の書類をそろえて2004年３月31日までに選考委員会

あてに提出する．

（イ）応募書（所定の用紙による）１部．

（ロ）推薦書（自薦・他薦とも可．ただし，他薦の場合

には正会員または名誉会員によるものとする．その内容

は応募者または応募グループの業績を評価できる程度に

詳細なもの）１部．正会員・名誉会員であればどなたで

も自薦・他薦ができます．書式・所定の用紙については

事務局にご請求ください．

２．日本地質学会論文賞

受賞対象：2003年12月までの過去３年間に地質学雑誌およびThe

Island Arcに発表された筆頭者が本会会員による優れた

論文．

応募方法：推薦理由書（400字程度）を2004年３月31日までに選考

委員会あてに提出する．正会員・名誉会員であればどな

たでも推薦ができます．

３．日本地質学会研究奨励賞

受賞対象：2003年12月までの２年間に地質学雑誌およびThe Island

Arcに優れた論文を発表した，2003年12月末日で満35才

未満の正会員あるいは準会員．筆頭著者であれば共著で

もよい．

応募方法：推薦理由書（400字程度）を2004年３月31日までに選考

委員会あてに提出する．正会員・名誉会員であればどな

たでも推薦ができます．

４．日本地質学会小藤賞

受賞対象：2003年１月から12月までの１年間に地質学雑誌に発表さ

れた，重要な発見または独創的な発想を含む短報．

応募方法：推薦理由書（400字程度）を2004年３月31日までに選考

委員会あてに提出する．正会員・名誉会員であればどな

たでも推薦ができます．

５．日本地質学会功労賞

受賞対象：長年にわたり地質学の発展に貢献のあった本会会員もし

くは非会員．またはこれらを代表するグループ．

応募方法：評議員，支部，または理事会が所定の様式により，2004

年３月31日までに選考委員会あてに提出する．所定の様

式については事務局にお問い合わせください．

６．日本地質学会表彰

受賞対象：地質学の教育活動，普及・出版活動，新発見および露頭

保全，あるいは新しい機器やシステム等の開発等を通し

て地質学界に貢献のあった非会員の個人，団体および法

人．

応募方法：評議員，支部，または理事会が所定の様式により，2004

年３月31日までに選考委員会あてに提出する．所定の様

式については事務局にお問い合わせください．

７．日本地質学会国際賞

受賞対象：とくに日本の地質学に関して顕著な功績があった非会

員．

応募方法：会員，支部，または理事会が所定の様式により，2004年

３月31日までに選考委員会あてに提出する．所定の様式

については事務局にお問い合わせください．

注）地質学会賞・研究奨励賞の受賞候補者は，過去においてそれぞ

れの賞を受けていないことが要件となります
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2004年度日本地質学会各賞候補者募集について

日本地質学会各賞選考委員会
新井田清信（委員長）・大友幸子（副委員長）・石渡　明・井内美郎・

鈴木徳行・松田博貴・竹内　章・榊原正幸・松本俊幸・中井睦美
・渡部芳夫・狩野謙一・宮下純夫

日本地質学会は毎年その事業のひとつとして，研究の援助・奨励および研究業績の表彰を行っています（会則第３条）．具体的
には，運営細則第11条および各賞選考に関する規約に，表彰の種別や選考の手続きを定めています．これらにしたがい，来年度の
下記の賞の候補者を募集いたします．ご応募いただいた候補者を，各賞選考委員会（委員は評議員の互選により選出されます）が
選考し，評議員会で受賞者を決定します．
日本地質学会功労賞・日本地質学会表彰以外は，会員（正会員・名誉会員）であればどなたでも推薦できます．論文賞・研究奨

励賞・小藤賞の対象論文リストについては，地質学会のホームページ（http://www.geosociety.jp/）をご覧いただくか，または，
地質学会事務局までお問い合わせください（TEL：03-5823-1150，e-mail ：main@geosociety.jp）．

応募の締め切りは，2004年３月31日（水）必着です．下記の応募要項をご参照の上，各賞選考委員会（地質学会事
務局）までふるってご応募下さいますようお願いいたします．

送付先：
〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6Ｆ

日本地質学会各賞選考委員会

記



はじめに

地質学会の法人化を契機に，より一層の学会活動活性化の一環と

して，内外情勢に即応し，かつ組織的な地質分野における情報活動

強化が望まれる．インターネット時代における地質情報の有り様と

地質学会の関わり，また，学会の果たすべき役割はいかにあるべき

か．内外の諸情勢の一端を紹介し，今後の議論の種となるべき提言

をしたい．なお，本報告は，日本地質学会第110年年会において特

別講演として演じられたものを加筆文章化したものである．文責は

もとより筆者にあるが，内容の一部資料は産業技術総合研究所地質

調査総合センターの脇田浩二・古宇田亮一・村上裕・金沢康夫・村

田泰章氏らから提供いただいたことをお断りし，謝意を表する次第

である．

１．地質情報とは何か

ここで地質情報とは，「地質の調査」によって得られる地質の

「知的資産」と「知的基盤」を合わせていう．「地質の調査」とは，

「地球科学的手法により地質の実態を体系的に解明し社会に提供す

ること，及びそれらに必要な技術の研究及び開発を行うこと」（知

的整備委員会とりまとめ）である．「知的資産」とは，「知的創造活

動の成果である科学的・技術的な知識・情報」で．例としては，論

文・フィールドデータ（記載・スケッチ・ルートマップ・割れ目等

の計測値・産出化石リスト・ボーリングデータ・物理探査・原位置

試験・測地等の観測値・災害記録　etc.）である．「知的基盤」とは，

「知的資産を組織化し経済社会活動の基盤として円滑化・促進のた

めに広く体系的に提供するもの」で，例としては，計量標準・標準

物質・技術内容・集積手法・維持提供スキームなどがあげられよ

う．

「知的資産」と「知的基盤」は相補・交換的な位置関係にあり，

上下関係にあるわけではない．すなわち，知的資産の体系化によっ

て知的基盤の構築がなされ，逆に知的基盤の構築とその利活用によ

って新たな知的資産が創出されうるものである．社会への地質情報

による知的貢献は，これらの両者によるものであるが，従来の学会

活動としては，前者の占める割合が大きく，組織的な対応による後

者への貢献は必ずしも十分ではなかったといえよう．

２．地質情報（整備）への要請

本論に入る前に，地質情報戦略を考える上で参考になるであろう

ヨーロッパにおける地質調査機関（Euro Geological Surveys）の

活動の重点化傾向を概括してみよう．一言でいえば，基礎・応用を

問わず都市地質・地質環境に関する調査研究の重点化がみられ，資

源関係の活動低下が著しい．わが国を含め社会経済的に成熟した先

進国の地質調査機関の活動には同様な傾向が見られる．中でも顕著

なのは，公的地質情報の提供（Official Geological Information

Supply）が，ほとんど各国共通の重点課題となっている点である．

最近の関連する国際会議（たとえば，2003年の世界地質図委員会

（CGMW）地質標準部会及び第３回地理情報システムの地球科学へ

の応用に関する国際シンポジウム）においても，欧米の地質調査機

関が，いわゆる研究所から情報サービス機関へと明確に転換しつつ

あること，サービスの対象を国民一般と位置づけ，わかりやすい情

報伝達を心がけており，そのために重点的な予算と人員を充当させ

ている点が注目される．例えば，英国地質調査所は，全職員の３分

の１に相当する約150人を充当している．カナダ地質調査所は，

Research InstituteからInformation Agencyに転換した．また，地

質情報の一貫性と相互利用を図るために，標準化が不可欠であると

の共通認識を持ち，デジタル

地球科学図の世界標準を欧米

で統一する動きが明確化してきたことも見逃せない点である．世界

標準を，北米のデータモデルと欧州の標準用語を元に作成の意向が

示され，世界標準（メタデータ標準，地質標準用語と定義，凡例，

データモデル，データフォーマットなど）を検討する場は，IUGS

傘下の地質標準作業部会（CGI/CGMW）の元に統一される予定で

ある．今後，オーストラリアや中南米の国々のメンバーを加え，毎

年欧州で会合が開催される．こうした急速な事態の進展にわが国の

地質学界が十分に対応できていないことは懸念される．一方，日本

における地質情報整備への要請はいかなる状況であろうか．

産業技術審議会・日本工業標準調査会合同会議による知的基盤整

備特別委員会の平成10年６月の特別報告書では，知的基盤の具体例

として「地質図等の地球関連データ」があげられ，これが「海外へ

の依存が不可能」と指摘し，「国以外では整備が進展しがたく，国

の主体的整備が必要なもの」として位置づけられた．また，「地質

図，海洋情報等の地球関連情報等国が収集・保存している情報につ

いて電子化，データベース化する等によりインターネット等で積極

的に提供し，民間による利用，二次情報の創成等を促進することは

新たな知的基盤の創出につながるものである」と指摘された．

続いて，平成12年12月に，「知的基盤整備に関し，概ね平成22年

までに世界の最高である米国並みの整備水準を目指す」ことが政府

全体の方針として閣議決定され，合わせて，「地質情報も知的基盤

の整備に加える」ことが決定された．「地質情報」が国・政府レベ

ルで明示的に認知されたことは画期的なことであったといえよう

（閣議決定「経済構造の変革と創造のための行動計画」）．

さらに，国内外の地質情報を含む知的基盤整備状況の急速な進展

に伴い，前報告書の提出後異例な短期間であるが，平成13年６月に

は，産業構造審議会産業技術分科会・日本工業標準調査会合同会議

知的基盤整備特別委員会による中間とりまとめがおこなわれた．そ

の中で，知的基盤整備の重点分野として改めて「国土・資源の開発

保全，自然災害の低減・防止等国土の管理に必要な基本的事項とし

て地質情報（地質図，地球物理・化学図，活断層図・火山地質図等

各種地球科学図類，標本・試資料及び地質調査方法）があげられ，

社会の期待に応えるべく，2010年を目途に世界最高水準の整備を目

指して推進していく必要がある」とより詳細かつ具体的に提示され

た．

続いて，平成14年８月には，上記の知的基盤整備特別委員会で再

度とりまとめが行われ，「民間における二次利用の促進等，地質情

報が高度に利用できる社会の構築に貢献することが求められる」と

された．

３．地質情報整備と地質学会の対応

上述の知的基盤整備特別委員会中間とりまとめ（平成13年）にお

いて，地質情報分野の知的基盤整備推進の課題として以下の諸点が

提示されている．

・いかに基本を押さえて効率的，体系的に整備していくか

・いかに使いやすい形に整備していくか

・防災，地下利用等いかに直接的な社会ニーズに応えていくか

・いかに国際的に主導的に取り組んでいくか

・いかに国全体として総合的な推進体制を構築していくか

これらを解決するためには，当該分野における産学官の連携が不

可欠であるが，地質学会は従来これによく答えてきたと言えるだろ

うか．残念ながら，十分ではなかったといわざるをえないだろうと

日本地質学会News ６（12）4

新たな地質情報戦略と地質学会の機能
日本地質学会副会長　加藤碵一（産業技術総合研究所東北センター所長）



いうのが筆者の感想（独断との反論もあるかもしれないが）である．

地質学会の情報創出・国内外への発信等々に関する機能の欠陥とし

ては，産学官の組織的連携希薄，自主的な取り組み体制の脆弱さ及

び組織的な国際対応性欠如があげられるが，裏返せば，今後期待さ

れる方向性ともいえよう．例えば，ほんの20～30年ほど前は，学

会・学界においては「研究至上主義」のもと産学官連携は「毛嫌い」

され，応用分野はいざ知らず地質学のような基礎分野ではせいぜい

「いやいや」なされる日陰の存在であった．しかし，現在では，「士

魂商才の発揮」が望まれる．その心は，志高く（単なる金もうけの

道具ではなく），本来の実学としての地質学の復権を図り，それに

よって地質学の社会における認知度を向上し，もって地質学会の財

政基盤の強化に貢献してその主体的活動力強化を図ることにある．

学会法人化の趣旨の１つは，法人格を持つことによって，産業界・

官界から相手とされる主体として認知されることである．これによ

って，国内外の地質情報整備に学会が貢献する道が特段に開かれよ

う．

４．地質情報に関する学会の機能とは

以上の背景の下で，わが日本地質学会はどのように関与・機能し

ていくべきであろうか．以下順を追って個別具体的に例示していこ

う．これらの事項は必ずしも適当な区分けではなく，というよりも

相互に密接に関連していること（このことこそが地質情報という空

間情報の特徴でもある）がおわかりになると思う．なるべく重複を

避け紹介したい．

4.1 地質知的資産の創出 学会の存在意義でもある主要活動の１

つが，地質分野における知的資産の創出にあることは論をまたない．

これは当然のことでもあるが，個人ないしグループによるシーズ対

応の課題設定による．その結果は，地質学雑誌・地質学論集・単行

本等の誌上発表，年会や個別シンポジウム等での口頭ないしポスタ

ー発表によって公表されている．また，論文賞を始めとする各賞授

与によって知的資産創出を支援する機能も近年大幅に改善されてき

たといえよう．これらは今後とも更なる活性化を図りつつ拡充・継

承されるべき学会の機能であろう．

さて，来年度独立法人化する予定の国公立大学，また一足先に独

法化した国立研究所（旧地質調査所→現産業技術総合研究所・地質

調査総合センター）において地質の調査研究のようなロングレンジ

の研究課題が十分に担保されうるだろうか．筆者の独法化にかかわ

った経験から一言で言えば，情勢は厳しく座して待つだけでは明日

はないが，十分に説明責任を果たしえればいささかの曙光が仄見え

るのではないかと思う．既述したように国の方針として地質情報整

備がうたわれている現況をよく踏まえ，法人としての学会活動を強

化すべきであろう．

従来，個々の大学や研究機関と個別に研究協力協定が締結されて

きたが，法人格を持った学会と産業技術総合研究所（地質調査総合

センター）との間に包括的な研究協力協定を結ぶ道は十分検討に値

するだろう．これによって，具体的に産学官活動が予算的な処置を

伴って推進しうるのではないだろうか．たとえば，旧地質調査所時

代から長年にわたって出版されてきた５万分の１地質図幅は最もよ

く利用される地質情報であり，現在全国の約70％がカバーされてい

る．しかしながら，その必要性・重要性は認められつつも現行のマ

ンパワーでは，年に１％カバーするのがやっとという状況である．

したがって，全国をカバーするのにあと30年かかることになり，と

うてい社会の理解は得られない．もちろん従来も大学の研究者の個

別なご協力はいただいていたが，抜本的にアウトソーシングのあり

方を検討すべき時期にある．ここで，学会が主体的に旗を振って広

く産学官の中核的役割を担うことは，共存共栄に大きく資すること

となろう．また，後継者たる地質分野の若手の育成にも寄与できよ

う．

4.2 地質情報標準化 情報交換に際して，その標準化は不可欠で

あることは論を待たない．この方面でも国内外で急速な進展がある．

例えば，2001年12月に，つくばで産総研と日本情報地質学会共催，

全国地質調査業協会連合会後援によるシンポジウム「インターネッ

ト時代の地質図標準」が開催され，現状把握と今後の動向が検討さ

れ，近い将来の国際標準ISOへの提案準備を進めることとなった

（古宇田，2002）．さらに，2002年２月につくばで産総研・地質調査

総合センター，ESCAP（国連アジア太平洋経済社会委員会）及び

CCOP共催による“International Symposium on Geoinformation

via Internet（インターネットによる地球科学情報普及に関する国

際シンポジウム）が開催された．セッション1「地質情報の普及に

関する国際機関の取り組み」，セッション２「地質情報クリアリン

グハウス，メタデータ及び情報配信」，セッション３「GISの利用

と地質標準」及びセッション４「アジアの地質情報戦略」で，熱心

な検討がなされ，日本の地質情報戦略が欧米はもとより韓国をはじ

めとするアジア各国に遅れつつあるとの印象すらあたえるものであ

った（金沢，2002 ; 加藤，2002a）．2002年１～２月にパリで世界地

質図委員会（CGMW）総会が開催され，重要な論点として，地質

図類の数値化とネットワーク環境下における地質情報交換，関連す

る地質基準やコードの設定があげられた．ともすれば，大陸の地質

中心の基準・標準化が進められようとする中で，アジアを代表して

日本の地質学界が果たす積極的な役割が望まれる（加藤，2002b）．

また，アメリカにおいては，米国地質調査所（USGS）が中心とな

って米国政府による地質図標準案の準備がすすんでおり，国際的に

認知されるものではないが，いわば業界標準の確立を実質的にめざ

している（原口，2002）．

ここでは次の４つの標準について触れてみよう．

（1）参照標準・表示標準

標準の基本は，オーソライズされた共通の用語等を確立すること

にある．旧文部省は，各分野ごとの用語集を発刊しているが，その

１つに地学用語集もある．しかし，省庁再編の陰に隠れてその改定

は頓挫している．いずれ改定の折には学会は組織的に（一部の関係

者に限定しないで）かつ国際情勢を踏まえて対応すべきであり，そ

の実績を積み上げ学会としてのオーソリテイを確立しておくべきで

ある．これについては，最近学会活動として大きく進展がみられる

ことは喜ばしい．たとえば，「国際層序ガイド」（日本地質学会訳編，

2001）や「地質基準」（日本地質学会地質標準委員会編著，2001）

などである．

一方，産総研が中核となって昨年，「JIS A 0204地質図－記号，

色，模様，用語及び凡例表示」を公表した．ともに関係者の努力は

高く評価されるべきである．次の段階として，国際規格への対応を

図るべきであろう．地質に関しては　ISO710という古い基準があ

りその改定が図られつつあるが，主導している欧米の大陸諸国の地

質基準が中心になりがちであり，まさに活動的島弧にある日本から

の早急な発信が（少なくとも英語で）必要である．

（2）検索標準としてのメタデータ

どこにどのような地質情報があるかを知るためのメタデータの構

築は各国ごとに，その国の地質調査所に相当する機関が行っている

が，みすごせないのは，その国際的な動向である．フランスの

CIFEG（International Center for Training and Exchanges in the

Geosciences ; http://www.cifeg.org/GB/Gbaccueil.htm）は，

SANGIS（Southeast Asian Network for a Geological Information

System ; cifeg.org/GB/sangis/sangis.htm）というプログラムを実

施しつつあり，アジア各国にソフトの提供と研修を通じて文献DB

を構築中である．しかし，これはデータの定義等が難しく，

CIFEGに集中する形でのアクセスなので，必ずしもアジア各国に

とって使い勝手のよいものとはいえない．産総研は，2002年２月に

既述のシンポジウムに続いて「地質情報メタデータに関する国際ワ

ークショップ」を開催し，「CCOP MetaData」（英語タイトル名）

の構築を関係アジア各国の地質機関と共同して主導的に実施してお

り，さらに2003年２月に韓国で２回目のワークショップを開催し，

第１段階としてマップ索引に関するメタデータを構築しつつある
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（加藤，2002a）．

さて，メタデータの構築で，学会が大学と組んで貢献できそうな

のは，未公表データ（卒論・修論ほか）のメタデータ作成であろう．

大学ごとに状況は異なるだろうが，各教官が死私蔵しているであろ

うそれらの，とくに野外資料の部分は一次資料として有効であるし，

情報公開の流れの中で産学官連携による予算獲得によって，将来的

に電子媒体による公表の可能性もあろう．これによって引用等も可

能になりえるし，学会が主導することによって有料化が可能なら，

それらの維持・更新も期待できよう．

（3）データ標準

インターネット環境下で国際的に共通するどのようなデータ形

式・構成等を図るべきかであるが，残念ながら地質学会単独では困

難であろう．むしろ，日本情報地質学会や産総研との連携を図って

それに協力するのが現実的であろう（4.4参照）．

（4）クリアリングハウス

国レベルでは，現在，電子政府の総合窓口としてhttp://www.e-

gov.go.jp/というサイトが運用されているが，この専門データベー

ス利用欄の各省庁提供の個別行政分野データベースに国土地理院で

運営している地理情報クリアリングハウス（http://zgate.gsi.go.jp/）

がある．このトップページ・タイトル「地理情報クリアリングハウ

ス・ゲートウェイ（分散検索システム）」から検索サービスに接続

というボタンを押して，表示される頁の下の方のSTEP４のリスト

の中に経済産業省・地質地球科学情報（産業技術総合研究所）が，

入っている．Step３で，全文中に「地質」を含ませ，Step４で，

「産総研」を選択して，検索開始ボタンを押すと検索結果が返って

くる．さて，地理情報のメタデータは，地理院が策定した地理情報

標準（1.1a版）に，詳しく記述されているが，そのうち，クリアリ

ングハウスに必要なカタログ情報の部分をまとめたものがJMP

（Japan Metadata Profile）で，現在はバージョン1.1aだが，近々，

JMP 2.0が，発表される予定である．地質学会が将来的に，その発

行物をJMP1.1a形式で整備することにより，地理院で運用するクリ

アリングハウスだけでなく，他のシステムにおいても，利用するこ

とが可能となる．また，他の汎用ソフトを利用した独自のクリアリ

ングハウス構築も可能であり，関係学会とも連携して大いに検討す

べきであろう．

4.3 地質情報IT化（電子化・数値化・webGIS他）ホームページ

地質情報の電子化・数値化は，情報の交換・活用に不可欠であり，

学会もIsland Arcにとどまらず地質学雑誌等のハードコピー出版物

の数値化を図る時期にきているだろう．当然財政基盤の強化が欠か

せないわけで，法人化のための基本財産だけでなく，学会活動活性

化のための初期投資資金の確保が望まれる．

さて，地質図類の数値化は，単なる個別の数値化に終わるもので

はない．産総研では，旧地質調査所発行の20万分の１地質図幅を，

数値化し図幅境界における不連続をなくしたシームレス数値地質図

の作成を開始した．現在，北海道地域を終了し，RIO-DBで公開準

備中である．全国展開をあと数年で完了すべく進捗を図っている．

これが完成すれば，他の地球科学情報との統合基図として利用でき，

任意の境界での特定の地質要素の切り出しが可能となる．さらに，

インターネットによる空間情報の表示のために，PCベースのマッ

プサーバーで作成したGISデータをwebのブラウザーで表示する外

部からのアクセスを可能なwebGISを構築する予定である．これに

よってある程度（20万分の１スケールないしそれ以上の精度で）の

リアルタイム地質図供給への道が開けよう．ここで，大事なことは，

図幅境界における地質境界や構造の連結は，決して機械的にスムー

ジングすればすむと言うものではないという自明のことである．そ

こには，地質研究者の不断の関与が必要不可欠なのである．また，

web上でリアルタイム修正する場合も当然最新の知見を持つ研究者

の情報提供がなければなされないわけである．地質学会を中核とし

た日本地質学界の貢献が期待される．

4.4 地質情報高度（利用）化 産総研・地質調査総合センターを

例にとって説明しよう．その成果は，数値地質図（http://www.

gsj.jp/MAP/JP/dgm.htm）やRIO-DB（http://www.aist.go.jp/

RIODB/jearth.html）として公開されているが，個別に開発された

公開方法のため，総合的なアクセスや検索に課題が残っている．こ

れを解決するため2002年から３カ年計画で地質情報を発信する総合

的なシステムを開発しつつある．これは．３つのレベルからなる．

最下層は個別主題DB群で，この標準化を推進するために，既述し

たように地質図の凡例における岩石・層序コードの標準化及び高精

度で汎用的な標準複合年代尺などの確立が要される．中間層は，個

別主題DB群収録の各データの位置・属性情報を収録，インターネ

ットを通して網羅的な検索表示を可能にする「地質情報インデック

ス」である．これには，複数の地質情報を統合して新たな異質情報

を解析する（地質情報高度化）機能を組み込む．両者の双方向のや

り取りはXML（eXtensible Markup Language 拡張可能なマーク

付け言語）形式による．最上層は，メタデータである．とくに記述

のようにアジア地域を視野にいれて整備し，グローバルに網羅的な

検索可能なシステムである．将来的には，産総研内にとどまらず外

部からの地質情報も受け入れられうる基本機能への拡張を目指して

いる（村田，2002）．その際，学会の積極的な寄与が望まれる．

4.5 地質情報国際化 地質学会が，地質知的資産の海外への発信

力強化をめざし，Island Arcの発刊を続けていることは評価される

が，既述のように論文の出版だけに留まらず地球規模の課題に対す

る国際的取り組みを背景に国際的な情報発信力強化が望まれる．

ヨーロッパでは，Euro Geological Surveysが，欧州共通多言語地

球科学情報データベースである GEIKS（Geological Electronic

Information Exchange System）を構築済みである．詳細は，ホー

ムページ（http://geixs.brgm.fr/en/geodata.html）を参照されたい．

現在，産総研で日本語版を作成中である．

米国では大統領令による地質情報委員会による総合的地質情報戦

略―DB構築他がなされつつある．詳細は，USGSのNCGMP

（National Cooperative Geologic Mapping Project）のホームページ

（http://ncgmp.usgs.gov/）を参照されたい．

東・東南アジアを中心とする地質情報に対する国際的取り組みは

CCOP（東・東南アジア地球科学計画調整委員会（詳細は，加藤，

2000c参照）やESCAPなどが実施しており，わが国としては，産総

研地質調査総合センターが対応してきたが，前述したように地質学

会を始め全日本的な取り組みが不可欠になっている．

さて，地質学会が早急に対応すべき国際貢献課題の１つが，新た

な500万分の１CGMW版「アジア地質図」の編纂計画である．各国

の地質図発行機関を中核とする非政府国際組織であるCGMW

（Commission of the Geological Maps of the World，世界地質図委

員会）については，すでに地質学会ニュース（加藤，2001）で紹介

してあるのでそれを参照されたい．経緯は以下のようである．

現行の500万分の１CGMW版「アジア地質図」は，インド地質調

査所によって出版されているが，その後のアジアの地質情報の蓄積

を元に新たに編纂出版する計画が2000年にブラジルのリオデジャネ

イロで開催された第31回万国地質会議時のCGMW総会で中国の

Ren Jishun氏（Institute of Geology, Chinese Academy of

Geological Sciences）によって提案された．その後，同氏によって

準備方が打診され，CGMWの関連する委員会（北ユーラシア，中

近東及び海底図委員会）と関係国（ロシア及び周辺国，日本，イン

ドなど）に協力が依頼された．そして，2004年のイタリアで開催予

定の次回IGC時の次期CGMW総会で詳細案を提案することとなっ

た．その後の暫定的な計画では，2005年10月に各セクションの原図

作成，2006年９月に全原図作成，2007年に全編集を終了し，2008年

８月には説明書付きの地質図を出版することとなっている．地質学

会の国際協力の一環として産学官連携によるオール日本の対応が望

まれる．
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4.6 地質情報の提供・発信・提言 米国地質調査所の第２代所長

John Wesley Powellがすでに1888年に“The maps are designed

not so much for the specialist as for the people, who  justly look

to the official geologist for a classification, nomenclature, and

system of convention so simple and expressive as to render his

work immediately［understandable］...”と言っており，一言で訳

せば，「地質図はそもそも一般の人にもすぐにわかるように描かれ

なければならない」ということである．これは，地質図のみでなく

あらゆる地質情報に言えることであろう．地質情報普及の鉄則であ

る．上述で，メタデータ整備の緊急性・重要性を強調したが，地質

図を含む地質のファクトデータの数値化・整備は次のあるいは並行

して進めなければならない重要課題であることはいうまでもない．

さらに，それらの情報を様々なレベルで提供を図るべきである．

地質学会は，近年地質情報の普及に力を入れており評価されるが，

今後，学会による普及・啓蒙活動は，ますます重要になる．公益法

人の目的は，単に所属会員に対するサービスのみでは十分でなく広

く社会に貢献寄与することが求められているからでもある．また，

普及書や啓蒙資料などは，様々なレベルでの後継者育成にも不可欠

な資料である．地質学会は，従来からもリーフレット・シリーズな

どのわかりやすく工夫された啓蒙資料や「地震列島日本の謎を探る」

（日本地質学会編著，2000）などの普及書，各種巡検時の地学見学

案内書，さらに産学官連携のもとでの地域地質の紹介等をめざした

地質情報展及びホームページなど様々な普及活動に関わる情報を提

供してきた．今後とも一層の活動強化を図るとともに，地学・理

科・科学教育への提言機能強化に努めるべきであろう．

最近の注目されるべき事例は，企画出版委員会・地方地質誌刊行

委員会による地方地質誌の刊行計画であろう．その目的は，（1）学

会の全国的ポテンシアル活用による地質分野における学術情報の体

系化と発信，（2）地質学会の社会的認知度の向上，（3）支部活動の

活性化（シンポジウム・巡検etc），（4）地質学会運営面（財政面）

での貢献であり，2004年9月から刊行を予定している．

さて，地質学会の重要な社会活動の１つが，社会に対する地質情

報・知見に基づく提言である．たとえば，最近では，地質災害委員

会を中心に地震活動・被害調査が自主的に実施されつつあるが，将

来的には災害予測などを公表して災害軽減に有効な情報を適切な時

期に提供するなど，（具体例としては三宅島の村民帰島問題や地層

処分問題への関与）地質学会の存在意義を高める積極的な取り組み

があっても良いだろう．また，そうあるべきだというのが筆者の見

解でもある．

まとめ

以上述べたように，地質情報と地質学会を取り巻く国内外の環境

は大きくかつ急速に変化していること，それらは，多くの要因が密

接に関連しているが，特にITの影響が大きいこと，従来型地質知

的資産の創出に安住していては存在意義が疑われかねないこと，従

って産学官連携への積極的な取り組みを通して社会への関わりをよ

り強化するべきこと，また，情報化においては組織的な国際対応が

不可欠なことをご理解いただければ幸いである．

そして，法人化を契機に学会活動の最重要課題の１つとして地質

情報に対する取り組み強化を全会員の協力のもとに進めようではあ

りませんか．（本稿脱稿後に公表された脇田（2003）をあわせて一

読されたい）
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ミュレーション解析技術

19．その他

（4）発表形式　口頭またはポスター発表．

（5）口頭発表　時間　１件15分

液晶プロジェクタを準備します．Power

Point（Microsoft社製Windows用）による発

表が可能です．ただし読み取り不良等の場合

を想定し，必ずＯＨＰシートによる画面コピ

ーも準備して下さい．

（6）ポスター発表　申込区分なし．１件の発

表に横90cm×縦120cmの展示パネル２枚を

用意します．

（7）発表申込　日本アイソトープ協会HP

（http://www.jrias.or.jp/）上から申込み願い

ます．HPを利用できない方は下記にお問い

合わせ下さい．

（8）発表申込締切　2004年２月29日（日）

（9）講演要旨　口頭発表，ポスター発表とも，

１件につきA4判用紙１枚．要旨原稿の書き

方等は，協会HPにご参照下さい．

（10）講演要旨原稿締切

2004年４月14日（月）

（11）参加費　2,000円（学生は無料）

連絡・問合せ先　

理工学における同位元素・放射線研究発表会

運営委員会

〒113-8941 東京都文京区本駒込2-28-45

日本アイソトープ協会学術課内

TEL 03-5395-8081 FAX 03-5395-8053

E-mail gakujutsu@jrias.or.jp

http://www.jrias.or.jp/

ISC2006組織委員会

委員長：松本　良

プログラム委員会：保柳康一

巡検委員会：伊藤　慎

１．シンポジウム・セッションタイトルの募

集

国際堆積学会議は，国際堆積学協会

（International     Association     of 

Sedimentologists）が中心となって開催され

る国際会議で，４年に１回，500名から1000

名の参加者で世界各地において開催されてい

ます．日本および東アジア地域で初めてとな

る第17回国際堆積学会議（ISC2006）が2006

年８月27日～９月１日に福岡において開催さ

れることが決まりました．

国際学会成功の鍵は，なんと言ってもシン

ポジウムやテーマセッションの組み方にあり

ます．現在，組織委員会内に設けられた国内

第17回国際堆積学会議（ISC
2006）福岡におけるシンポジ
ウム，セッションタイトル，
巡検コースの提案募集

標記の研究発表会を下記の要領で開催いた

します．この研究発表会の目的は，異なった

専門分野の研究者が一堂に会し，同位元素お

よび放射線の利用の技術を中心とした研究，

およびその技術の基礎となる研究の発表と討

論を行い，各専門分野間の知識と技術の交流

を図ろうとするものであります．奮ってご応

募，ご参加下さい．

会期　2004年７月７日（水）～７月９日（金）

会場　日本青年館（東京都新宿区霞岳町15番

地）

主催　日本アイソトープ協会

共催　日本地質学会および関連52学・協会

（1）内容　それぞれの研究分野において，そ

の専門的成果を得るに至った放射性および安

定の同位元素ならびに放射線の利用の技術に

重点をおいた研究およびこれら同位元素，放

射線の利用の基礎となる研究．研究の内容に

は，少なくとも一部に未発表の部分が含まれ

ていること．

（2）発表者の資格　発表者の一人が本発表会

の主・共催学・協会の会員であること．

（3）発表申込区分

１．基礎データ

２．放射線測定機器・測定法

３．分析（放射化分析，放射化学分析等）

４．トレーサ利用

５．製造・分離・標識化

６．線源・加速器

７．放射線利用機器（ラジオグラフィ，エ

ネルギー利用，発光塗料等も含む）

８．陽電子消滅

９．メスバウア効果

10．放射線管理（汚染除去，健康管理，安

全取扱，廃棄物処理，運搬，遮へい，コ

ンピュータによる管理等）

11．地球科学・宇宙科学

12．環境放射能

13．ライフサイエンスにおける応用

14．安定同位体

15．放射線教育

16．特定区分　トリチウム

17．特定区分　放射線効果（基礎・応用）

18．特定区分　コンピュータ利用技術・シ

外の委員からなる国際科学委員会では，統一

テーマ（Congress Theme）とそれに沿った

特別シンポジウム（Special symposium）に

関して議論が進んでおります（日本堆積学会

のホームページhttp://geogate.sci.ibaraki.ac.

jp/SSJ/を参照して下さい）．

さらに，堆積学とその周辺分野のすべての

発表を網羅すべく，地域性やトッピク性の高

い一般シンポジウム（Symposium），堆積学

各分野にわたるテクニカルセッション

（Technical session）を開催する予定です．

これまでの議論の中で出てきたシンポジウ

ム・テーマセッション案を日本堆積学会のホ

ームページに取りまとめてありますが，まだ

多くのセッションとなりうるテーマがあると

思われます．

そこで，シンポジウム，テクニカルセッシ

ョンなどに関するご意見とご提案を下記のプ

ログラム委員宛に2004年２月末頃をめどにメ

ールで頂ければ幸いです．

ISC2006 プログラム委員会　保柳康一

e-mail：hoya101@gipac.shinshu-u.ac.jp

２．第17回国際堆積学会議の巡検コースの

募集

皆様のこれまでの研究成果を海外からの参

加者に紹介していただくとともに，露頭を前

に活発な議論を行う良い機会と思いますの

で，国際堆積学会議の巡検コースのご提案を

お待ちしております．応募される方は，以下

の情報を英文にてお送り下さい．巡検には２

泊３日～５泊６日程度のプレ巡検・ポスト巡

検，ならびに日帰りのミッドコングレス巡検

を準備する予定です．なお，既に巡検コース

の候補地として提案されているものが日本堆

積学会のホームページ（http://geogate.sci.

ibaraki.ac.jp/SSJ/）に掲載されています．

（1）リーダー（１名）ならびにサブリーダー

（１名）の名前，所属，連絡先，電子メール

アドレス

（2）巡検のタイトル

（3）巡検のキーワード（５語程度）

（4）巡検のトピックスの説明（250語程度）

（5）巡検のタイプ（ポスト，プレ，ミッドコ

ングレス）と日数

（6）参加者一人あたりの経費（円）

すでに巡検コースの候補地にあげられてい

るものと重複する巡検コースの応募がある場

合には，改めて巡検コースの調整などを行わ

せていただく予定です．また，プレ巡検とポ

スト巡検の調整も行う予定です．

応募先：

千葉大学理学部地球科学科　伊藤　慎

（mito@earth.s.chiba-u.ac.jp）

締め切り：2004年年１月９日（金）

第17回国際堆積学会議福岡大会　

巡検委員会　伊藤　慎・八木下晃司
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第41回理工学における同位元
素・放射線研究発表会発表論文
募集

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会よ

りの催し物のご案内

を掲載します．
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分野の研究の深化はもとより，分野間の相互

作用によりつぎつぎと新たな研究領域は誕生

しつつあります．このような状況のもとで本

事業は，これらの化学・技術の基礎となる独

創的かつ先駆的研究とともに，既成の分野に

とらわれず，すぐれた着想で新しい領域を開

拓する萌芽的研究に期待して助成を行いま

す．

自然科学のすべての分野に関わる，すぐれ

た独創的な研究を助成の対象と致します．

応募要領・申請申込書等の詳細は下記ホーム近年自然科学の進歩はめざましく，各学問

ページをご参照下さい．

http://www.mitsubishi-zaidan.or.jp

応募期間：平成16年１月７日（水）

～２月４日（水）必着

申込書提出先：財団法人　三菱財団　事務局

〒100-0005 東京都千代田区丸の内2-5-2

三菱ビル15Ｆ

電話03-3214-5754 FAX03-3215-7168

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の推薦依頼をご

案内いたします．推薦ご

希望の方は締切日半月前

までに，執行委員会まで

お申し込み下さい．

三菱財団　第35回（平成16年度）
自然科学研究助成公募

２）地球資源科学分野で，地球惑星進化科学

に関する教育・研究に従事できる方

３）地球資源科学の室内または野外実験の指

導ができる方が望ましい

５．担当予定：

１）自然学類開設科目：地球資源科学，同実

験，同演習，地球進化学，同実験，その

他関連科目

２）生命環境科学研究科・地球進化科学専攻

開設科目：地球史予測学特別講義Ⅱ，惑

星資源科学特論，同演習，同野外実験

６．提出書類：

以下の書類をＡ4版にて作成すること

１）履歴書（市販の用紙使用，学位明記，署

名捺印）

２）研究業績目録（審査付き論文，著書，そ

の他報告に区分して記載）

１．職名・人員：

地球科学系所属　自然学類（地球科学専攻

地球資源科学） 教授　１名

２．採用分野：地球資源科学

３．採用予定：決定後可能な限り早い時期　

４．応募資格：

１）博士の学位を有すること

３）主要業績10編の別刷（原則として最近５

ヵ年の業績を含む代表的なもの10編：コ

ピ－可）

４）教育・研究活動の概要（2000字程度の自

由形式）

５）教育・研究に対する抱負（2000字程度の

自由形式）

７．応募締切：平成16年１月７日（水）必着

８．提出先：

〒305-8571 つくば市天王台1-1-1

筑波大学地球科学系

地球科学系長　木股　三善　宛＊

（＊封書に「応募書類在中」と朱書し，簡易

書留で郵送の事）

９．照会先：

筑波大学地球科学系　木股三善

Tel : 029-853-4209

E-mail : kimata@arsia.geo.tsukuba.ac.jp

筑波大学地球科学系教官公募

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募

第１作「大地の動きを知ろう―

地盤・活断層・地震災害―」，

第２作「大地のいたみを感じよ

う―地質汚染Geo-Pollutions」

に引き続きリーフレットシリー

ズ第３作「大地をめぐる水―水

環境と地質環境-」が発売になりました．

A2版裏表カラー印刷，ハンディータイプでさらにポスター

にもなります．

ご希望の方は以下の要領でお申込下さい．
会員価格300円　非会員価格400円
申込方法：学会事務局宛に，希望部数を記入し，返信封筒（切
手貼付のこと）を入れてお申し込み下さい．
※少部数の場合は，代金は切手で同封可．
なお，サイズが横15㎝・縦21㎝，重さ25ｇ/部ですので，郵

送につきましては，以下のようにお願いします．
定型封筒の場合：90円切手貼付．ただし，二つ折りにしての郵
送となります．
定型外（15㎝×21㎝以上）封筒の場合：130円切手を貼付．

☆リーフレットシリーズ・3 好評発売中！！

『大地をめぐる水―水環境と地質環境―』



発機構に勤務し放射性廃棄物の地層処分の研

究，その中でも地下環境での物質移動研究に

携わってこられた．本書は，氏のその間の研

究を他の専門の方にもわかりやすく解説され

たものである．

我々は地質調査を行い地質図を作成する．

沢や林道に沿って見られるわずかな情報か

ら，面的な地質図を作成するのはたいへん難

しい．地表でさえこうなのだから，地下がど

うなっているか，さらにはどう変化していく

のかを予想することの難しさは言わずもがな

である．しかし近年，我々は，そのまるでわ

からない地下環境に，ある種の機能を期待せ

ざるを得ない事態に直面している．放射性廃

棄物の地層処分である．本書では著者らの研

究グループが，どのようにして地下環境を理

解し，その機能を評価していこうとしている

のか，そんな研究の道筋が述べられている．

本書は序章と次の4章からなっている．

第１章　地下環境の研究

第２章　地下環境機能の評価

第３章　地下環境機能の室内実験

第４章　具体的な地下環境機能

各章の扉は，大胆な筆使いであるにもかか

わらず繊細さがにじみ出ている，水彩画の小

品で飾られている．聞けば著者自らの作品と

のこと．著者の熱い思いのこもった章を読み

終えるごとに，目と心に涼風を送り込んでく

れる．

著者は，第１章でスウェーデン，スイス，

カナダ，アメリカ，ベルギーそして日本の地

下研究施設，およびそこで行われている研究

を簡単に紹介している．これらの施設は，安

定大陸の上にある場合もあれば，造山帯に位

置することもある．また，先カンブリア代の

花こう岩中に設置されていることも新生代の

堆積岩中にあることもある．それぞれの国が

自国で地層処分を行うとすればどこが最適か

ということに思いを巡らせ，その結果選ばれ

た場所に地下研究施設が設けられているので

あろう．そこでは，それぞれの岩相や場の違

いを意識しながら，様々な研究が行われてい

る．

第２章では，著者が1988年から３年間滞在

されたベルギーのモル研究所における研究成

果が述べられている．モル研究所の地下施設

は，第三紀のBoom clayと呼ばれる粘土層中

に設けられ，著者らの研究グループはここで

物質移動に関する原位置試験を行った．原位

置試験の重要性，地下における物質移動の測

近未来社の近未来科学ライブラリーの１冊

として，上記書籍が出版された．本シリーズ

は，応用地質学あるいは災害科学に関する話

題を取り扱っているが，決してその分野の教

科書ではない．各巻の著者が自分がこれまで

行ってきた研究について，そして時には生い

立ちや受けた教育にまで立ち入り，それを

生々しく語り尽くす．そういったシリーズで

ある．したがって，このシリーズは，ある学

問分野について基礎から系統的に学ぼうとす

る初学者にとっては，適当な１冊とは言えな

い．しかし，ある分野の第一人者の個人的な

経験を通して，その分野の研究の最前線に触

れることができる．そんなシリーズである．

本書もそのような１冊である．著者の吉田

英一氏は，現在，名古屋大学博物館に奉職し，

応用地球科学分野の研究を進められている

が，1986年から約15年間，核燃料サイクル開

定法の開発，放射性核種を用いる試験の難し

さなど興味深い話が述べられている．

第３章は，一転して，室内試験の考え方・

方法論・その成果に充てられている．扱って

いるテーマは同じで，Boom clay中の物質移

動についてである．その速度や経路を正確に

かつ具体的に調べるための，あるいは，実験

結果の信頼性や精度を担保するための，実験

機器のデザインや開発の苦労が，読者にもよ

く伝わってくる．

第２章，３章がいずれも短い時間で結果の

出る実験という手法による研究の成果を述べ

ているのに対し，第4章では長期に渡る地下

環境の変化を議論している．この問題は実験

などでは決して解を得ることができない難し

い問題であると同時に，そのような現象を普

段から扱っている地質学者が最も貢献できる

問題でもある．いわゆるナチュラルアナログ

といわれる研究方法である．具体的には，著

者が岐阜県の東濃鉱山のウラン鉱床で行った

物質（ウラン）移動の研究や，岩手県の釜石

鉱山で行った花こう岩の割れ目，特にその充

填鉱物の研究の成果が述べられている．

評者が「面白いな」と思ったのは，著者が

あとがきで述べている「研究者のあるべき姿

について感じたこと」である．著者は，1）

研究者は議論好きであるべきである，2）研

究には人脈が大切である，3）研究には職人

肌の技術者が必要である，という３点を強調

している．このことは，地下環境の研究の特

徴をよく表している．環境という言葉の持つ

意味はたいへん広い．地下環境と言った場合

も，地下の岩盤のみならず，地下水やそこに

生きる微生物までをも考えに入れねばなら

ず，そのような問題を扱う学問分野も地質学，

地球化学，土木工学，生物学など多岐にわた

る．そのような問題に，リーダーシップを発

揮して取り組まなければならない時，大切な

のは他分野の研究者との議論や，ともに問題

を解決するのに必要な有能な研究者や技術者

なのであろう．

最後に，本書が放射性廃棄物の地層処分に

興味がある方々ばかりでなく，これから研究

を始めようとする異分野の若い方々にとって

も，研究方法やその進め方を考える上でたい

へん参考になる１冊であることを強調して本

書評の結びとしたい．

（岐阜大学工学部　小嶋　智）
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地下環境機能　廃棄物処分の
最前線に学ぶ

吉田英一　著

近未来社　2003年６月発行　174頁，定価

2,476円　ISBN：4-906431-18-6

紹　介



板木拓也，柏木健司，堀　常東（産総研），

高橋　修，湯浅知子（東京学芸大），西村明

子（松本市），竹村厚司（兵庫教育大），堀

利栄（愛媛大），鎌田祥仁（山口大），山北

聡（宮崎大），鈴木寿志（モンタン大）（順不

同，敬称略）の14名が口頭あるいはポスター

発表を行った．例年よりは日本人研究者の参

加者数が少なかったようだが，総勢70名余り

の集会としてはやはり日本人の割合が多いと

いえるであろう．実際，14名という人数は参

加18ケ国中で最も多い（ちなみに２番目に多

いのは開催国であるスイスの11名）．

Sessions

口頭発表は前回のINTERRAD IXと同

様，１つの会場のみを使い，全員がすべての

セッションに参加できる形態がとられてい

た．また，ポスター会場も十分な広さが用意

され，活発な議論が展開された．口頭発表に

ついては，１講演の持ち時間は質疑応答を含

めて25分で，ポスターは集会を通して掲示す

る事ができる．３～４の講演ごとに15分ほど

のcoffe brakeが設けられており，コーヒー

を片手にポスター前で議論を交わす光景が見

られた．

今回の集会でとり行われたセッションは，

以下の通りである．

Sl．Development of Radiolarian Databases

and Computer Tools（３件）

S2．Radiolarian Taxonomy, Systematics,

and Phylogeny（６件）

S3．Radiolarian Biology, Ecology Genomics

（３件）

S4．Radiolarian Biochronology, Quantitative

Methods, Calibration, Correlation（13件）

INTERRAD（International Association of

Radiolarian Palaeontologists）の第10回の会

合（INTERRAD X）が2003年９月７～13日

の７日間（その前後の巡検を含めると15日間）

にわたり，スイスのローザンヌ大学にて開催

された．本報告ではその概要と現地の様子な

どを紹介する．

INTERRAD X

INTERRADは放散虫研究者からなる国際

組織で，３年に１度国際集会を開いている．

前回のアメリカ合衆国（カリフォルニア）の

集会にて決定されたとおり，今回は舞台をヨ

ーロッパに移し，スイスのローザンヌ大学に

おいて第10回の集会が開かれた．ローザンヌ

は周知の通りレマン湖の北岸に位置し，風光

明媚な観光都市として名高い街である．ロー

ザンヌから臨むレマン湖の対岸にはアルプス

の山並みが連なり，天候がよければ最高峰の

モンブランを眺めることができる．会場とな

ったローザンヌ大学は街の中心部からやや離

れてはいるが，湖畔に面した素晴らしいロケ

ーションである．宿舎のホテルは大学から徒

歩30～40分の場所にあり，大学までは湖畔沿

いを歩いて移動することができた．今年のヨ

ーロッパは記録的な猛暑に見舞われたが，集

会が開かれた9月上旬にはそのような暑さは

感じられず，過ごしやすい気候となっていた．

期間中は天候に恵まれ，雨が降ったのは１日

だけであった．しかし，レマン湖の対岸はほ

ぼ毎日雲がかかり，モンブランはあいにく最

終日のみしか見ることができなかった．さて，

このINTERRADの集会には毎回多くの日本

人研究者が参加してきたが，今回は大金　薫

（東北大），松岡　篤，栗原敏之（新潟大），

S5．Radiolarians in Geodynamics（10件）

S6．Radiolaria and Radiolarites as

Paleoenvironmental Indicators（４件）

S1のような内容のセッションは前回の集会

にはなく，今回新たに設けられたもので，放

散虫に関するオンラインのデータベースなど

について３件の講演があり，インターネット

上でのデータ交換などの研究活動が急速に普

及してきたのが強く感じられた．S2および

S4は分類や年代論，対比などに関するセッ

ションで，多くの講演がこのセッションのも

とで行われた．同様に講演数が多かったのは

S5のセッションであり，このような流れは

前回の集会から引き継がれているようであ

る．S3に関しては，湯浅ほかがDNA解析を

用いた検討結果を発表し，放散虫研究の新た

な方向性を提示した．また，前回の集会でも

好評であった，生きた放散虫の観察結果が松

岡によりビデオ映像で発表され，多くの研究

者の興味を集めていた．

ポスターは，特に口頭発表のようなカテゴ

リーは設けられておらず，全部で37件の発表

があった．毎日夕方にはポスター発表

（Poster of the day）のための時間が75～135

分確保されており，この時間にはアルコール

も振る舞われる（販売される）ため，ポスタ

ー会場は大変な賑わいであった．４日目には

“Congress Dinner Night”なるパーティーが

催され，スイス料理に舌鼓を打ち，アルペン

ホルンの独奏や，その後のダンスなどを楽し

んだ．

Mid Meeting Field Trip

集会の中日には大型バス１台を借り切り，

アルプスの地質を見学するためのZermattま

での日帰り巡検が組まれていた．ローザンヌ

大学のHenri Masson教授案内のもと，午前

中は途中何カ所かに立ち寄り，アルプスの地

質について説明を受けた．Zermattに到着後

は，ケーブルカー，ロープウェイを乗り継ぎ，

Unterrothornの展望台まで移動し，昼食を

取った．展望台からは，Monte Rosaや

Matterhornを始めとする4000m級の山々

（残念ながらこの２つの峰はほとんど雲に隠

れていたが）や，その間をうねるように流れ

る山岳氷河など，壮大なアルプスの景観を眺

めることができ（写真１），一同，しきりに

カメラのシャッターを切っていた．

Pre Meeting Field Trip（プレ巡検）

研究集会に先立ち，プレ巡検が企画されて

いた．プレ巡検には日本人４名が参加し，

Marco Chiari博士とGiuseppe Cortese博士の

案内で，シチリア島に分布する分厚く堆積し

たジュラ系～白亜系の炭酸塩岩や日本で見る

ことのできない岩塩の採掘場などを見学し

た．１日目はジュネーブからパレルモまでの

移動に費やされたが，パレルモの空港からホ

テルまでの海岸沿いの道路から見る景色は大

変美しかった．宿泊したホテルの周辺は道路

が狭い上に路上駐車が当たり前のように行わ
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写真1：Mid Meeting Field Tripで訪れたUnterrothornの展望台にて．背後にはMatterhorn

がそびえるが，残念ながら山頂は見えない．右端がChairmanのPeter O. Baumgartner博士．

中央一番奥が次回INTERRADのChairmanのChris Hollis博士．

INTERRAD X参加報告

堀　常東（産業技術総合研究所）

学協会・研究会報告



の地質を見学した．ポスト巡検も，プレ巡検

同様，炭酸塩岩のファシスを中心に巡検が組

まれていた．１日目はほぼ半日がかりで移動

した後，Milano北方約40kmのBreggia峡谷に

露出するジュラ系～白亜系を観察した．２日

目はイタリア北部に分布する R o s s o

Ammoniticoを中心に見学した．中でも，

Garda湖東方に分布する下部ジュラ系～白亜

系からなる断崖絶壁にあるちょっとしたテラ

スの上に教会が建っている様子が壮観だった

（写真２）．また，Rosso Ammoniticoの下部

層（Inferiore）から上部層（Superiore）ま

で露出する採石場に案内され，その岩相の変

化を観察した．３日目はBellunoにほど近い

Vajontダム付近に露出する中部ジュラ系～上

部白亜系を見学した．露頭まではちょっとし

た崖をよじ登らなければならなかったが，そ

こからはダムを挟んだ対岸にある巨大地滑り

跡がよく見えた．1963年に起こったこの地滑

りは，滑った土砂がダムを埋め尽くし，あふ

れた水が下流の村を襲って多数の死者を出し

たそうである．午後はスロベニアに移動し，

イタリアとの国境付近に分布する下部ジュラ

系～最下部白亜系の林道沿いの露頭を観察し

た．４日目は，スロベニアとイタリアの国境

に位置するMt．Mangartに露出するジュラ

系を観察した．当日のMt．Mangartは非常

に天候に恵まれ，オーストリア側に連なる

山々までも見渡すことができた．午後はスロ

ベニア北西部のKamna Goricaの採石場に案

内され，この巡検で唯一の三畳系である玄武

岩及びそれに重なる石灰岩，ごく少量のチャ

ートなどを観察した．この日の夜は首都

Ljubljanaに宿泊したが，案内者のはからい

で，夜のLjubljana市街も満喫することがで

きた．最終日は午前中に「カルスト」の語源

であるスロベニア西部Kras地方のSkocjan洞

に立ち寄り，壮大な鍾乳洞やカルスト地形を

観光した．昼頃から夜までひたすら西に車を

走らせ，深夜にローザンヌに到着した．最終

日がかなりハードな（特に運転手には）日程

だったことを除けば，Stopごとに時間が十分

取ってあり，充実した巡検であった．

れており，運転者のMarcoは毎日非常に神経

を使っていたようであった．２日目から４日

目までが巡検に当てられ，２日目はシチリア

島北西部の中・上部ジュラ系及び下部白亜系

の炭酸塩岩（下位からIn i c i層，Ro s s o

Ammonitico，Lattimusa層）を見学した．

Rosso Ammoniticoとはその名の通りアンモ

ナイトを産する特徴的な赤い地層に名付けら

れた通称である．Stop2では上部ジュラ系の

KimmeridgianとTithonianの境界に案内され

たが，放散虫は得られていないという説明で

あった（ちなみに年代決定はアンモナイトで

なされている）．夕方にはSegestaという遺跡

を訪れ，しばし観光を楽しんだ．３日目は宿

泊地のあるシチリア島北岸から島を縦断し，

南岸に露出する新生代（主にMiocene）の蒸

発岩のサクセッションを見学した．ここでは，

“Messinian Salinity Crisis”というイベント

を記録した蒸発岩の露頭が海岸線沿いの随所

に見られる．また，岩塩の採掘場も見学する

ことができた．２台の４輪駆動車に分乗して

地下に延びる坑道を案内され，採掘場の概要

や，岩塩の採掘過程の説明を受けた．この日

の最後のstopでは，diatomite中に魚類の化

石が含まれているということで，一同しばら

くの間夢中で，化石を探していた．毎晩，夕

食は豪勢なものだったが，この日は特に案内

者の一人Giuseppeの行きつけのレストラン

で素晴らしい夕食を堪能した．３日目は

Rosso Ammonitico中のスランプや重力流を

示すような露頭や，Fe-Mnに富む層準を観察

したあと，下部ジュラ系Crisanti層の連続露

頭を見学した．全日程を通して，それぞれの

stopに十分な時間が割かれており，サンプリ

ングや露頭での議論も十分に行うことができ

た．参加人数が４人と少なく，案内者も気さ

くで気配りが細やかであり，極めてアットホ

ームな雰囲気の，かつ充実した巡検であった．

Post Meeting Field Trip（ポスト巡検）

研究集会の後にはポスト巡検が用意され，

日本人７名を含む14名が参加した．Spela

Gorican博士，Paola Beccaro博士らの案内で，

イタリア北部とスロベニア北西部のアルプス

Next INTERRAD

研究集会最終日に開かれたビジネスミーテ

ィングでは，次回（2006年）のINTERRAD

の開催地が正式にニュージーランドに決定し

た．この決定に伴い，Chairmanとして，か

つて日本の地質調査所にもいたことのある

Chris Hollis博士が選出された．さらに，

次々回（2009年）の開催地として，スペイン，

中国，タイ，フランスの4カ国が候補として

挙げられた．

本研究集会のProceed ingsはEclogae

Geologicae Helvetiaeの特集号にまとめられ

る予定である．最後に，本研究集会を成功に

導き，また，様々な方面で集会を支えてくだ

さったChairmanのPeter O. Baumgartner博

士を始めとするローザンヌ大学のスタッフ，

そして巡検案内者の皆様に感謝したい．
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写真2：Post Meeting Field Trip２日目の

Stop3．断崖絶壁の狭いテラスに建てられた

Madonna della Corona Sanctuary．教会付

近の地層はToarcian～Aalenian（下部～中

部ジュラ系）San Vigilio GroupのSan

Vigilio Oolite．この崖は下部ジュラ系中部

～下部白亜系の炭酸塩岩及びチャートからな

る．

岩石学を学習する学生さんをはじめ，偏光顕

微鏡を使用する全ての研究者の方々に有効に活

用していただけることと思います．ご希望の方

は学会事務局までお問い合わせ下さい．

会員価格　200円　非会員価格　300円

NOW ON SALE！！

「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）が
下敷き（プラスティック製/A4版/両面カラー）になりました．
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1. Mass movements caused by recent tectonic activity-the 1999

Chi-chi earthquake in central Taiwan

Wen-Neng Wang, Huei-long Wu, Hiroyuki Nakamura, Shang-Chih

Wu, Shoung, Ouyang and Ming-Fang Yu

最近のテクトニックな変動で生じたマスムーブメント：台湾中部で

の1999年周周地震での例

1999年９月に台湾中部で起きた周周地震（Ms=7.7）は，甚大な

被害をもたらした．その約２年後の2001年７月に，トラジ台風が

650 mm/dayの大雨をもたらした．これらが引き金となって中部お

よび一部東部台湾の広い範囲で地すべりが生じた．周周地震では約

1000箇所で，またトラジ台風では約6000箇所で合計2400m2の広さ

の地すべりが起きたことがSPOTデータで判明した．その範囲は周

周地震の最大加速度の地域とみごとに一致する．研究した地域は第

三紀の堆積岩と変成度が分布し，固結度は東に向かって上がる．地

すべりは，西をChelungpu断層に，東をLinshan断層によって境さ

れる地帯に主として分布し，その数はLinshan断層の東側では非常

に少ない．それに反して，トラジ台風によって引き起こされた地す

べりはその両方の地域に発生した．地震による地すべりは震央から

の距離にほぼ比例するが，振動よりも岩石の種類により依存してい

ることが分かった．

キーワード：周周地震，トラジ台風，マスムーブメント

2. K-Ar ages of the Ohmine Granitic Rocks,Southwest Japan

Tomoaki Sumii and Hirono Shinjoe

大峯花こう岩類は，紀伊半島中軸部に分布する中新世花こう岩で

ある．周辺に分布する中新世の主要な火成岩類の中では，大峯花こ

う岩類についてのみ詳細な年代が従来不明であった．本論文では，

大峯花こう岩類の主要６岩体（洞川，白倉，川迫，旭，天狗山，白

谷）について，それぞれ１から２地点の試料について黒雲母K-Ar

年代を求めた．大部分は14.8Maから14.6Maの範囲に集中したが，

地球化学・岩石学的には，それらは複数のマグマバッチによること

が示唆される．また大峯花こう岩類も含め，紀伊半島に分布する大

規模な中新世珪長質火成岩類（熊野酸性岩や室生溶結凝灰岩）が全

て同時期の活動であることも分かった．

3. Early Miocene rotational process in the eastern part of

southwest Japan inferred form paleomagnetic studies

Yasuto Itoh and kazuyz Kitada

古地磁気学的研究からみた西南日本東部の前期中新世の回転過程

日本海拡大初期の火山砕屑岩と海進性堆積岩類が発達している金

沢・医王山地域で，傾動補正を行った前期中新世の古地磁気方位を

もとめ，西南日本東部の回転過程を考察した．段階熱消磁実験の結

果，医王山層上部の８地点で安定初生磁化ベクトルが分離された．

平均方位は偏角36.4°，伏角51.6°（α
95
=12.1°）である．従来の古地

磁気および年代データをあわせると，背弧拡大に関連した西南日本

の時計回り回転運動は，前期中新世に開始し，日本海沿岸の急速な

沈降（前期中新世末期）と共に加速したと考えられる．同じ時期の

西南日本東部の古地磁気方位の比較から，背弧拡大後に島弧内部で

相対回転が生じたことが示唆される．

5. In situ pressure-temperature conditions of a tectonic

melange : Constraints from fluid inclusion analysis of syn-

melange veins

Y. Hashimoto, M. Enjoji, A.Sakaguchi and G. Kimura

紀州白亜系四万十帯において，メランジュ形成時の温度・圧力を

鉱物脈に捕獲された流体包有物を用いて推定した．対象とした鉱物

脈はメランジュブロックのネック部にのみ発達し，頁岩マトリック

スに切られており，鉱物脈にマトリックスが注入している様子が観

察される．推定された圧力範囲は81（+15）MPa～235（±18）

MPa，また温度範囲は150（±25）°C to 220（±31）°Cであった．

地震発生帯の温度規制モデルが正しいとすると，上記の温度圧力範

囲は地震発生帯に入っているが，メランジュの変形機構は主に圧力

溶解作用であるので，メランジュは地震間に形成されたことが考え

られる．

6. U-Pb zircon ages and Sr-Nd-Pb isotopic compositions for

periman-Jurassic plutons in the ogcheon belt and Ryeongnam

massif,Korea: their tectonic implications and correlation with

the China  Qinling - Dabie belt and the Japan Hida belt

Cheong-Bin Kim, Ho-Wan Chang and Andrew Turek

韓半島に分布するOgcheon褶曲帯とRycongnam岩体を構成する

先カンブリア紀の火成岩・堆積岩は，変成変形作を被り，二畳紀か

らジュラ紀にはマフィック～フェルシックな深成火成岩の貫入を著

しく受けている．本研究では，これらの深成火成岩に対する，７つ

のU-Pbジルコン年代とSr -Nd -Pb同位体比組成を報告する．

Ogcheou帯に分布する花崗岩類については，217±3.1 Ma, 206.4±

3.6 Ma, 178.8±2.9 Ma, 173.0±1.7 Maの，Rycongnam岩体では

252.2±2.9 Ma, 203.8±3.3 Ma, 177.8±2.4 Maの低コンコーディア年

代を得た．一方これらの試料に対する高コンコーディア年代は先カ

ンブリア紀を示し，Sr-Nd-Pb同位体比の特徴と併せて，これらの

マグマは先カンブリア紀の基盤岩類の再溶融で形成されたことが示

唆される．Ogcheon褶曲帯とRycongnam岩体では252-173Maにほぼ

同時に深成火成岩の活動が起こったことが明らかになったが，それ

と共に，これらの地質帯の境界をなし，韓半島最大級の変形帯であ

るHonam剪断帯の活動しに対しても重要な束縛条件を与えてくれ

る．本地域の深成火成岩の活動時期は，南中国におけるQinling-
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The Islands Arcは，年4回発行されます．最新号

のVol. 12 Issue 4が2003年12月に発行されました．

日本語要旨をニュース誌と学会ホームページ

（http://www.geosociety.jp）にも掲載しています．

全文はオンライン（http://www.blackwell-synergy.com）

で無料閲覧できますので，是非ご覧下さい．

Vol. 12 Issue 4には，以下の６編が掲載されていま

す．

Vol.12, Issue 4 要旨



Dabie超高圧変成帯の形成時期，日本列島における深成火成岩の活

動時期とほぼ同一であり，これらの異なる地質現象の同時性は，ア

ジア大陸東縁部における応力場の広域変化を示していると考えられ

る．

7. Insights into Operation of the "Subduction Factory" from

the Oxygen Isotopic Values of Southern Izu-Bonin-Mariana

Arc

Emi Ito, R.J.Stern and C.Douthitt

酸素同位体による南部伊豆－小笠原－マリアナ弧における

subduction factoryの働き方についての考察

酸素は地球上で最も豊富な元素であり，島弧火山岩の酸素同位体

分析は，沈み込んだ物質とマントル物質からの酸素の比率を敏感に

示す可能性がある．本論文では南部伊豆－小笠原－マリアナ（IBM）

弧の火山岩全岩，単斜輝石とガラス試料の合計225の酸素同位体分

析結果を報告する．マリアナトラフのガラス及びmafic斑晶と平衡

にある玄武岩質溶液は，どれも5.7‰に近い値が得られた．これら

のデータは，IBM弧の本源マグマはほとんど完全にマントル酸素と

平衡にあることを示している．もし沈み込んだ地殻物質の同化が地

殻的元素増加の原因であるとすれば，沈み込んだ堆積物からの微量

の溶液がマントルカンラン岩と混合し，その混合マントルの融解し

たものがIBM弧マグマとなったものと思われる．

8. Petrography, Diagenesis and Provenance of Eocene Tyee

Basin Sandstones, Southern Oregon Coast Range : A New

View from Sequence Stratigraphy

In-Chang Ryu

南部オレゴン海岸地域における始新タイエー砂岩の岩石記載，続成

作用，供給源：シークエンス層序学からの新しい視点

オレゴン州南部海岸地域の付加体および前弧堆積体である始新統

タイエー堆積盆地の諸特徴の理解のために，砂岩岩石学をシークエ

ンス層序学の枠組みでとらえることが重要である．主な粒子の詳し

い量的比較によって，各堆積シークエンスごとに砂岩組成に差異が

あることが分かった．この差異は供給源が主として近隣のクラマス

山地の変成岩から，より遠方のアイダホバソリスークラル火山弧へ

の急激な変化によるものとして，理解できる．さらに，粒子の組成

はロースタンドシステムズトラクトからハイスタンドシステムズト

ラクトへの系統的変化を示している．このことは，堆積盆地の海水

面と供給源のテクトニクスが堆積パタンの砂岩組成を律することが

あることを示している．それに加えて始新統タイエー堆積盆地の砂

岩は下位へむかって自生鉱物が増加していることであり，それは埋

没にともなって初期にゼオライト，後期に石英が，またスメクタイ

トからクロライト・スメクタイト混合層鉱物へと変化することを示

す．この自生鉱物の下方への増加は埋没深度の増加に伴う鉱物組成

の変化とも密接に関連している．

多くの最初期の間隙がこれら自生鉱物に満たされていくと，浸透

率の低下によって，貯留岩としての特性を持つようになる．しかし，

この貯留岩に必要な間隙率と浸透率は，現在は堆積盆地の一部に認

められるにすぎない．これらの貯留岩としての能力はタイエー堆積

盆地の複雑な続成作用によっており，砕屑粒子の時空的な変化，堆

積パタン，そし埋没深度に直接的に関連しているのである．

キーワード：砂岩岩石学，続成作用，貯留岩能力，シークエンス層

序学，始新統タイエー堆積盆地，オレゴン州

9. The petrogenesis of the Ulsan carbonate rocks from the

southeastern Kyongsang Basin, South Korea

Kyounghee Yang, Jin-Yeon Hwang and Sung-Hyo Yun

韓国慶尚堆積盆地南東部のウルサン炭酸塩岩の成因

韓国の中生代の韓国慶尚堆積盆地のウルサン炭酸塩岩は，従来古

生代の石灰岩と考えられていたが，本論ではそれを再検討する．こ

の炭酸塩岩は一部に磁鉄鉱の鉱床を含み，それは所々で中生代の堆

積岩，火山岩，花崗岩などに囲まれた超苦鉄岩を伴う．切った切ら

れたの関係と露頭観察から，これらの炭酸塩岩は貫入岩であり，周

辺の中生界よりも若いことが分かった．ウルサン炭酸塩岩は希土類

元素や微量成分に乏しく，炭素と酸素の同位体比はδ13CPDB＝

2.4－4.0‰，δ18OSMOW＝17.0－19.5‰　である．このような露頭

からの証拠と地球化学的特徴は，ウルサン炭酸塩岩が地殻中の炭酸

塩メルトから生じたことを示している．それはアルカリ岩質のAタ

イプ花崗岩の貫入を伴う地殻中の炭酸塩岩のメルト・流体混合物質

に起源を持つことを示している．シリカに不飽和で強アルカリ質の

マントル起源の典型的なカーボナタイトと比較すると，ウルサン炭

酸塩岩は規模が小さく，シリカに飽和し，わずかにアルカリ岩質で

あることが特徴である．

東海（日本海）の拡大に伴うコールドロンの崩壊またはリフトシ

ステムの形成のような深所に由来するテクトニックな断裂に沿っ

て，このような地殻中の炭酸塩メルトが上昇しやすかったのかもし

れない．

キーワード：ウルサン炭酸塩岩，慶尚堆積盆地，炭酸塩メルト，地

殻中の炭酸塩岩のメルト・流体混合物質，アルカリ岩質Ａタイプ花

崗岩

10. Multiple geneation of pseudotachylyte in the brittle to

ductile regimes, Qinling-Dabie Shan ultrahigh-pressure

metamorphic complex,central Chine

Aiming Lin, Zhiming Sun and Zhenyu Yang

カタクレーサイトとマイロナイトに関連した二つのタイプのシュ

ードタキライトが中国秦嶺－大別山衝突造山帯に発達した大河鎮剪

断帯に存在する．マイロナイトに関連したシュードタキライト

（M-Pt）は，マイロナイトのような塑性変形作用を受けており，カ

タクレーサイトに関連したシュードタキライト（C-Pt）により貫入

されている．M-Ptに含まれている石英と長石のポーフィロクラス

トは塑性変形を受けているに対して，C-Ptに含まれている石英と長

石のポーフィロクラストはこのような塑性変形を受けていない．

M-Ptに見られる動的再結晶により形成された石英と長石の細粒バ

ンドはマイロナイトとM-Ptの面構造とほぼ平行しており，一部の

ポーフィロクラストに沿って発達している．M-Ptは，逆断層の衝

上運動に関連した秦嶺－大別山超高圧変成帯の急激な上昇過程で，

地震断層破壊が深部の塑性変形領域に伝播したことによって形成さ

れたことが，本研究の結果により示された．M-Pt形成時の温度・

圧力は，それぞれ450-600℃と400-800MPaであると推定される．

同一断層帯にM-PtとC-Ptとが共存することは，逆断層の衝上運

動に関連した秦嶺－大別山超高圧変成帯の急激な上昇過程におい

て，繰り返しの地震断層すべりが脆性破壊領域だけではなく，塑性

変形領域にも起きていることを示している．

日本地質学会News ６（12）14



○富山市科学文化センター　

（学芸員に研究職給料表が適用されていない機関）

富山市科学文化センター　赤羽久忠（生涯教育委員会）

科学研究費補助金の申請には「研究機関の指定」が必要

科学研究費補助金（以下「科研費」）は，大学などの研究者や研

究グループの研究費に補助するもので，博物館や研究所などの研究

者が科研費を申請しようとする場合，博物館や研究所が「文部科学

大臣の指定する研究機関」（以下「研究機関」）に指定されていなけ

ればなりません．

2003年４月の日本地質学会ニュース誌Vol.6, No.4 10ページに

「研究機関の指定に関する調査・取材　報告」と題して，平成13年

より指定のハードルがかなり低くなったことを紹介しました．それ

も参考にしながら読んでいただけたらと思います．

私の勤務する富山市科学文化センター（市立の科学博物館）でも

研究機関の指定に向けて文部科学省学術国際局研究助成課企画室企

画係と交渉し，何度も打ち合わせを続け，この９月中旬ようやく研

究機関の指定を受け，さっそく平成16年度およびそれ以降の科研費

の申請ができることになりました．ここではこれまでの経緯を紹介

し，地質学会会員の勤務する博物館や研究所などで研究機関の指定

を申請する際の参考にしていただけたらと思います．

なお，研究者が研究職の給料表を適用されている場合は，私ども

の経験したようなハードルの高さはないと思います．この場合につ

いては，やはり最近指定を受けられた徳島県立博物館の両角館長が

その経験を報告されています．

研究機関の指定に関する要項は，平成15年度に若干改訂されたも

のが，http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/020803r.

htmに公開されています申請前によくお読みください．

「自由に研究し発表する」ことが職務として明示されていること

富山市科学文化センターの場合，学芸員に「研究職給料表」が適

用されていませんので，これについては条例・規則などをかなり厳

しくチェックされ，一部修正を求められました．「職務として自由

に研究し自由に学会に出席し発表できる」ということが読み取れな

かったため，「富山市科学文化センター科学研究費補助金による研

究実施要領」なるものを作成しました．

過去一年間の研究実績

「過去一年の間に研究者の５分の１以上がレフェリーのあるジャ

ーナルに論文が掲載されていること」については，筆頭でなく何番

目でもよいようですが，論文でないものはダメで，雑報の類もダメ

でした．富山市科学文化センターの場合，館長を含め学芸員は13名

ですから，３名の学芸員の論文が必要ということになりました．同

じ人が何編も書いていてもだめで，違った人であることが必要です．

博物館などでこれをクリアーするのは必ずしも容易ではありません

が，一度認められれば以降のチェックはないと思われますので，学

芸員が論文を書いたような時にタイミングよく申請することが必要

でしょう．

研究費

研究者一人あたりの研究費が36万円程度以上あることが必要で

す．博物館の予算項目の中に「調査研究事業費」なるものがあり，

その総額が基準を超えていればOKです．当館の場合，「調査研究事

業費」はあったものの，学芸員一人あたり36万円に満たなかったた

め，他の事業費から研究に関わるものを抽出し，基準に満たすこと

ができました．ただしこれには，文科省の細かなチェックと判断が

入ります．例えば，「資料収集事業費」の中の調査旅費などを加え

ることはできましたが，収蔵目録の印刷代は認められませんでした．

予算に「調査研究事業費」なる項目がない博物館も多いと思います．

その場合は，前年度の全支出の中から「調査研究」に関わるものを

抽出し，文科省の細かなチェックを受けて基準を超えればOKにな

ると思います．最終的には，前年度の決算書の提出が求められます．

行政の協力が不可欠

研究機関に指定されると，科研費の申請から研究予算の執行など，

総務課などの事務方に多大な業務が発生します．事務当局にその辺

まで含めて理解を得ておく必要があります．「研究機関に指定され

ても何のメリットもなく，ただ仕事が増えるだけ」といった考えが

あって，事務方が消極的になると，よい結果が生まれないように思

います．富山市科学文化センターの場合，運良く総務課に理解のあ

る課長が異動され，一緒に文部科学省まで行って事務手続き上の相

談をしてくれました．場合によると，条例または規則に手をつける

必要があるかもしれません．このような場合，事務当局の協力が得

られないと，どうにもならない訳です．

来年度から民間の研究所でも可能に－申請は早めに取りかかる－

来年度からは民間の研究所などでも「研究機関」に指定されれば

科研費の申請ができるようになるということです．これを放ってお

く手はありません．今からでも研究機関の指定に向けて行動を起こ

しましょう．

文科省との細かなやりとりにかなりの時間がかかります．来年度

に科研費を申請できるためには，なるべく早くに連絡をとって，事

情を話して今から協力していただくことが必要と思います．

文部科学省学術国際局研究助成課企画室企画係

直通電話　０３－５２５３－４０９２（最近変更されました）

―――――――――――――――――――――――――

○徳島県立博物館

（学芸員に研究職給料表が適用されている機関）

徳島県立博物館　両角芳郎

はじめに

公立博物館に対する研究機関の指定（正確には「科学研究費補助

金の申請を行うことができる学術研究を行う機関の指定」）は，

1992年（平成４年）に千葉県立中央博物館が指定を受けて以降は途

絶えていたかと思う．徳島県立博物館でも1997年に指定を受けよう

と文部省（当時）と協議を行ったが，「博物館は社会教育機関であ

り，研究を主たる業務とする機関とは認めがたい．不可能ではない

がむずかしい．」とのことで，申請を断念した．

ところが，国の様々な分野における規制緩和の一環として，平成

13年８月に「機関の指定に関する要項」が改正され，指定の基準が

かなり緩和されるとともに，明示された．それを受けて，滋賀県立

琵琶湖博物館，北九州市立自然史・歴史博物館など３，４館が新た

に研究機関の指定を受けた．当館では昨年夏にこうした新しい動き

を知り，さっそく申請に向けて文部科学省との協議を始めた．10月

に申請書の下書きを作成して持参し，修正個所や添付書類に関する

助言をいただいた．その結果，原著論文の発表者数を除けば指定の
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基準がクリアーできる見通しが得られた．

その後，今年（2003年）２月に論文発表者数が基準を満たす状況

になったため，４月の年度始めを待って申請書および添付書類をま

とめ，文部科学省に提出した．２，３の訂正と追加資料を求められ

たが，それらを６月に提出して最終的に受理され，７月22日付けで

機関指定の通知を受けた．

本稿では，今後申請を行う博物館の参考になればと思い，文部科

学省との協議等を通じて指摘を受けたり感じたことを中心に報告さ

せていただく．

指定の基準に関する２，３のコメント

（１）博物館の設置の目的，業務の内容に関して 博物館の設置目

的や業務内容は，設置条例の中に博物館法の規定を準用して記載さ

れるのがふつうであり，「研究を主たる目的とする機関」と明記さ

れている博物館は少ない（ない）と思う．以前は条例を改正する必

要があると言われていたが，新しい要項に基づく文部科学省の見解

は，列記されている設置目的や業務内容の中に「調査研究」という

項目が盛り込まれていればよいとのことで，既存の条例をそのまま

添付することができた．

（２）学芸員への研究職給与表の適用に関して 博物館が機関指定

を受けるためには，学芸員が研究者に相当しなければならない．学

芸員は研究者であることを設置者が認めていることの手っ取り早い

証が研究職給与表の適用であるというのが，文部科学省の基本的な

解釈である．徳島県では博物館設置当初から学芸員には研究職給与

表が適用されていたので，問題はなかったが，行政職給料表の適用

を受ける学芸員が「研究をする職である」と主張して認めてもらう

には，教育委員会等の理解を得た上で，それを裏づける資料が必要

になる（本号の赤羽氏の報告参照）．

（３）学芸員が研究計画の立案・実施，成果の公表，学会への参加

等を職務として自発的にできることを明記した機関決定文書 たい

ていの博物館にはこのような文書はないと思われる．当館では，科

研費だけでなく民間財団等からの研究助成金を得て行う研究等にも

適用できるものとして，新たに「徳島県立博物館の科学研究費補助

金等による研究実施に関する要綱」を制定した．当館ではこれまで

も館長の裁量で比較的自由な調査研究が行えるような配慮がなされ

てきたので，要綱制定はそれほどむずかしい作業ではなかったが，

私たちが当然と考える「博物館の調査研究方針に合致する範囲にお

いて」とか，「館長の承認を受ける」といった表現は，「研究の自由

性と自発性の担保」に抵触するので削除するよう指導を受け，何回

も書き直した．要綱の制定が博物館だけではむずかしく，教育委員

会等の承認を得なければなければならないような場合にはむずかし

い問題になるかもしれない．

（４）学芸員の資格に関して 指定の基準では，研究者の資格は大

学設置基準の教員の資格に準ずることになっている．当館の学芸員

採用試験要項では，応募資格として「大学院修士課程修了または同

程度以上の研究歴を有する者」という一項を設けており，その要項

を添付することで何の指摘も受けなかった．学芸員全員が学部卒と

いうような場合は何らかの説明を求められるかもしれない．

（５）学芸員一人当たりの研究費 当館が申請した時点では，一人

当たりの年間研究費が「国立学校教育研究基盤校費単価の1/2以上」

（申請の前年度の決算額）が基準となっていた（15年８月に一部改

正された要項では「年間36万円以上」となった）．当館の予算は，

博物館の事業と対応させて，展覧事業費，調査研究事業費，資料収

集保存事業費，普及教育事業費および管理運営費の５つに区分され

ている．そのため，調査研究事業費の合計額が研究費に当たり，基

準を超えていることを示して了解を得た．しかし，博物館によって

は予算の建て方が異なり，あちこちに分散している“研究費”と見

なせる予算を寄せ集めないと基準を満たさないような場合もあるか

もしれない．そのような場合は，更に内訳資料を提示してそれらが

実質的な研究費であることを説明して理解を得る必要がある．

おわりに

以上，当館が指定の申請を行うに当たってポイントとなった点に

しぼって報告させていただいた．指定の基準をクリアーできる博物

館は多いと思われるので，多くの館が申請について検討されること

をお勧めする次第である．研究機関の指定を受けて，現在，当館で

は数人の学芸員が16年度科研費補助金の申請書類の作成を行ってい

る．「機関の指定」が目的ではないので，研究計画が採択されるこ

とをめざす努力が求められている．
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四国支部総会・講演会報告

日本地質学会四国支部総会・講演会は11月22日（土）10：00から，

高知大学朝倉キャンパス内のメディアホールで開催された．井内美

郎支部長の開会挨拶に続き，本年度から全国共同利用施設に拡充・

改組された高知大学海洋コア総合研究センターの安田尚登センター

長の特別講演「海洋コア研究最前線－新しい深海掘削計画と海洋コ

ア総合研究センターの役割－」があった．

午後の総会では四国支部規約第３条を以下のように改正すると共

に，運営細則を設けることが承認された．

（日本地質学会四国支部規約第３条）

（旧）本支部は四国４県に在住する日本地質学会会員または地学に

関心を持ち入会を希望する16才以上の方を会員とします．

（新）本支部は四国４県に在住する日本地質学会会員を会員とします．

（日本地質学会四国支部運営細則）

第１条

日本地質学会非会員は準会員として四国支部に加わることができ

る．ただし準会員は総会における議決に参加することはできない．

また，本年度から支部事務局を愛媛大学から高知大学に移すこと

が承認され，以下の新たな支部長と幹事が選出された．

支部長：吉倉紳一（高知）

幹事：村田明広（徳島）・佐野　栄（愛媛）・仲谷英夫（香川）・村

山雅史（高知）・岩井雅夫（高知）・橋本善孝（高知）

総会に続いて講演会が開催され，以下の11の口頭発表と22のポス

ター発表があった．閉会に先立ち学生・院生を対象にした優秀ポス

ター賞の発表と授与式が行われ，中井芳恵さん（愛媛大学大学院理

工学研究科）と田川道啓さん（高知大学大学院理学研究科）の二人

が受賞した．総会・講演会の参加者数は80名であった．今回は高知

市内のSSH（スーパーサイエンスハイスクール）やSPP（サイエン

スパートナーシッププログラム）に指定された高校に総会・講演会

の案内を出したところ，４名の高校生の参加があった．

翌23日（日）には以下の２コースの巡検が行われ，好評のうちに

無事終了することができた．

Ａコース：高知県須崎市の横波半島・五色ヶ浜に露出する四万十帯

メランジュ層

案内者：橋本善孝（高知大学理学部）

Ｂコース　高知大学海洋コア総合研究センターの施設見学

案内者：安田尚登

（高知大学海洋コア総合研究センター長）

（文責：吉倉紳一）

2003年度総会・講演会プログラム

10：00－10：10 開会あいさつ

10：10－11：30 特別講演

「海洋コア研究最前線

－新しい深海掘削計画と海洋コア総合研究センターの役割－」

高知大学海洋コア総合研究センター　安田尚登センター長

11：30－12：15 ポスター概略説明（１人２分以内）

12：15－13：30 昼食・ポスターセッション

13：30－14：00 総会議事

14：00－17：00 個人講演：口頭発表

17：00－17：10 優秀ポスター賞授与式

17：10－17：20 閉会

口頭発表

O-1．オホーツク海コアMD2412内の石灰質プランクトン記録を用

いた古環境復元

朝日博史（高知大海洋コアセンター）・高橋孝三（九州大理）・小野

歩・堀　譲一（九州大・院・理）・池原　実（高知学海洋コアセン

ター）・坂本竜彦（JAMSTEC）

O-2．二枚貝類の多様化からみた現代型進化動物相の形成史

近藤康生（高知大理）

O-3．砂岩急崖斜面におけるタフォニの形成プロセス

西山賢一（徳島大総合）・横田修一郎（島根大総合理工）・横山勝三

（熊本大教育）

O-4．松山平野北部，堀江低地の基盤構造　－堀江断層の提案とそ

の地質学的意義－

市原　寛（愛媛大・院・理工）・榊原正幸・大野一郎

O-5．愛媛県野村町に分布する中期更新世テフラと大分県由布川火

砕流との対比

岩崎仁美（愛媛大・院・理工）・榊原正幸（愛媛大理）・檀原　徹

O-6．沈み込みプレート境界における砂岩の続成過程　－牟岐メラ

ンジュ，四国白亜系四万十帯－

中屋太一・橋本善孝（高知大理）

O-7．徳島県木沢村の黒瀬川帯－北部秩父帯

村田明広（徳島大総合）

O-8．玄武岩質マグマにおける大規模液体不混和現象

東村美香（愛媛大理）・榊原正幸・佐野　栄

O-9．マグマ溜まりで何が起きているか　－小豆島・田ノ浦複合岩

体を例に－

吉倉紳一（高知大理）・佐竹　靖（広島大教育）

O-10．四国中央部新居浜地域の三波川帯における電気石濃集ナッ

プ境界

砂田大樹（愛媛大・院・理工）・榊原正幸

O-11．四国三波川変成帯におけるパンペリー石-アクチノ閃石相地

域の温度構造　－鉱物組み合わせと鉱物組成からの推定－

坂口真澄（高知大理）

ポスター発表

P-1．瀬戸内海の海砂資源量試算について

井内美郎（愛媛大沿岸環境研究センター）・三井拓也・川口優美・

斎藤笑子・布川裕也・中條喜友・渡辺和明

P-2．バイカル湖Posolskaya Bankの堆積物密度からみた過去約45

万年間の気候変遷史

川口優美（愛媛大・院・理工）

P-3．琵琶湖高島沖湖底堆積物における粒径変動とその要因：齋藤

笑子（愛媛大・院・理工）

P-4．音波探査記録からみた備讃瀬戸海域の過去約１万年間の地

史：大平　亮（愛媛大・院・理工）

P-5．愛媛県北灘湾における過去約100年間の底質環境変遷：天野

敦子（愛媛大・院・理工）

P-6．広島県三原瀬戸の海砂採取後海域にみられる砂漣地形とその

地形変化：岩本直哉（愛媛大・院・理工）

P-7．音波探査記録からみた宍道低地帯東部の後期更新世以降の地

史：井上卓彦（愛媛大・院・理工）

P-8．愛媛県北条市沖の砂堆“大洲”の月別底質粒度変化

布川裕也（愛媛大・院・理工）
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P-9．猫瀬戸東方海域の底質分布と海峡形成史

中條喜友（愛媛大・院・理工）

P-10．愛媛県松山市温泉郡中島町沖砂堆「貝原」の月毎の表層の

粒度変化

山本法証（愛媛大理）

P-11．波浪条件の変化による砂漣の変形に関する実験的研究

関口智寛（愛媛大沿岸環境科学研究センター）・砂村継夫

P-12．仏像構造線近傍の古地温構造　－四国高知県を例として－

中井戸孝拓（高知大理）

P-13．生痕化石Rosselia socialisの模式地再訪

ドイツ西部，リューデスハイム近郊，ロッセルに露出する下部デボ

ン系タウヌス珪岩の干潟堆積物

奈良正和（愛媛大沿岸環境科学研究センター）・Michael Shrilf・

Alfred Uchman

P-14．日本海溝シロウリガイ産出地域における炭素同位体を用い

た物質循環の解明：清岡充裕（高知大理）・村山雅史・池原　実

（高知大海洋コアセンター）・藤岡換太郎（JAMSTEC）

P-15．高知大学海洋コア総合研究センターの機能と役割

池原　実（高知大海洋コアセンター）

P-16．九州中部・間の谷変成岩類の地質と鉱物共生

森　大地（高知大理）

P-17．沈み込みプレート境界における流体移動経路の構造依存

性－横波メランジュ，四国白亜系四万十帯の例－

橋本善孝（高知大理部）

P-18．インド南部，Nagercoil Granulite Blockの形成過程

田川道啓（高知大・院）

P-19．コンダライトの変成史　－インド南部チチカラの例－

森本太郎（高知大理）

P-20．層状チャートの化学組成が示す海洋環境変動とP/T境界

前田朋子（愛媛大学理工学研究科）・堀　利栄（愛媛大理）・藤木

徹（マリンワーク・ジャパン）・相田吉昭（宇都宮大農）・竹村厚司

（兵庫教育大）・山北　聡（宮崎大教育）・小玉一人（高知大海洋コ

アセンター）・榊原正幸（愛媛大理）・鎌田祥仁（山口大理）・鈴木

紀毅（東北大理）・竹村静夫（兵庫教育大）・大金　薫（東北大・

院）・中村洋一・酒井豊三郎（宇都宮大農）・Hamish J.・Campbell

（IGNS, N.Z.）・Bernhard K. Sprli（Auckland University, N.Z.）

P-21．高知県白滝鉱山の重金属汚染と浄化実験

東　正治・鶴見寛之・土井幸子・須一龍太（高知大学理学部）

P-22．愛媛県砥部町における砒素に富む変質安山岩の環境岩石学

的研究

中井芳恵（愛媛大学理工学研究科）・近石沙知子（愛媛大理）・榊原

正幸・堀　利栄（愛媛大理）・佐野　栄（愛媛大教育）
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構造地質学セミナー　開催案内

日本地質学会関東支部では，千葉大学理学部地球科学科との共催

で「構造地質学セミナー」を開催致します．講師は，千葉大学 金

川久一助教授です．

このセミナーは，地質技術者の継続教育を目的としています．参

加者の条件は，地質学分野の技術を利用・応用して生計を立ててい

る社会人であることです．参加者には，参加時間に応じたCPD

（Continuing Professional Development：継続能力開発）時間の証

明書を発行致します．

このセミナーでは，千葉大学理学部地球科学科において学部学生

を対象に行っている講義を，そのまま，あるいは，社会人用にアレ

ンジして実施します．学生時代に構造地質学を学ぶことができなか

った方，学んだけれど忘れてしまった方，近年，学生に教えている

最新の構造地質学を実体験したい方，奮ってご参加下さい．

セミナーは，大きく３つのコースに分かれています．

ビギナーコース：近年，多くの大学で学部学生を対象に行われてい

る基礎的な内容の講義となります．学部学生と同レベルです．

専門コース：業務や研究に応用できる地質構造解析手法の紹介や，

利用時の注意点などについて講義します．

パソコン実習コース：地質構造解析に利用できるソフトウェアのレ

ビューを行った後に，ステレオネット解析の実習を行います（本コ

ース参加者には各自ノートパソコンを持参していただきます）．

日時　2004年１月24日（土）13：30～１月25日（日）16：30

会場　千葉大学総合校舎　E号館５階　地学実験室

日程

ビギナーコース　

24日（土）13：30～17：00 CPD時間＝3.5時間　定員30名

専門コース

25日（日）９：30～12：00 CPD時間＝2.5時間　定員30名

パソコン実習

25日（日）13：00～16：30 CPD時間＝3.5時間　定員20名

注：パソコン実習には，ノートパソコンを持参して下さい．

Windowsでも Macintoshでも可．ソフトウェアをインスト

ールするため，CD-ROM ドライブまたはUSBポート が必要

です．

参加費　￥2,000/１コース．当日会場にてお支払い願います．

申込方法

下記事項をメールにてお申し込み下さい．（定員になり次第締切

ます）

申し込み先：geo-kanto@edogawa.home.ne.jp

記入事項：

（1）氏名，（2）ふりがな，（3）年齢，（4）性別，（5）所属，（6）連

絡先住所（郵便番号，住所），（7）連絡先電話番号，（8）参加希望

コース（ビギナー，専門，パソコンの別（重複可）），（9）持参する

パソコンのOSバージョン（パソコン実習参加希望者のみ）

なお，今回のセミナーだけで，構造地質学を網羅するのは到底不

可能と思われます．2004年秋に開催される日本地質学会第111年

【千葉】学術大会においても，関東支部と千葉大学理学部地球科学

科との共催行事として，継続教育を目的としたショートコースを実

施したいと思っております．今回，参加して頂いた方のご意見やご

感想を参考に，対象分野，コースのレベル，内容等を吟味していき

たいと考えております．

また，今回の参加は見合わせる方で，ご意見やご希望がある方は，

下記メールアドレスまでお知らせ願います．参考にさせて頂きます．

ご意見・ご希望送付先：　geo-kanto2@edogawa.home.ne.jp

担当幹事：染野　誠（（株）パスコ）

☆関東支部
案内



京都大学地質学鉱物学教室の前田研究室では様々な化石種のタフ

ォノミーや古生態，分類・進化に加え重力流堆積物の堆積学につい

ての研究を行っています．前田研究室の学生は博士課程２名，修士

課程５名，学部４回生１名の合計８名で構成されており，その研究

対象は多岐にわたります．

前田研究室の基本的姿勢は『化石や露頭の語りかけてくる事実を

真摯に聞くこと』であり，そのために露頭と標本の観察は執念深く

行います．迷ったり，壁に突き当たったときにはまず露頭や標本に

戻り，じっくり観察し直すことで突破口を見出します．（『現場主義』

こんな刑事ドラマの言葉がとてもよく似合います．）このことを全

員が肝に命じつつ，学生はそれぞれ興味に応じて様々な場所でフィ

ールド調査を行っています．

また，前田研究室では通称『アンモ・ゼミ』というセミナーを毎

週行っており，それぞれが研究結果を報告したり，有益と思われる

論文の紹介をしたりしています．毎回先生も学生も対等の立場で熱

い議論を展開していますが，この時間無制限のデスマッチにおいて

無事でいられる者は少なく，発表者が撃墜されることも度々です．

（これでも以前よりはかなりマイルドになっているそうです．）しか

し，展開される議論は建設的なものであり，その場で多くの問題点

が浮き彫りになるため学生にとっては得るものが多いセミナーであ

ることには偽りありません．このことは『アンモ・ゼミ』を卒業し

ていった多くの先輩方が現在地質，古生物の様々な分野で活躍して

いることからもうかがえると思います．

それでは，前田研究室の愉快な（？）メンバーの自己紹介を御覧

下さい．

松永　豪：博士課程１年

初めて見たアンモナイト化石が羽幌地域産もので，真珠光沢の美

しさと，密集ぐあいに心を奪われました．そしてそのような魅力的

なアンモナイト達は海の中でどのように生きていたのか？というこ

とをリアルに再現してみたいと思いました．そのために実際のアン

モナイト化石の産状を詳しく調べています．時には貴重なアンモナ

イト化石を泣く泣く半分に切って観察しています．調査地域は白亜

系蝦夷累層群の分布する北海道羽幌地域と上芦別地域です．今後，

より広く他地域も（現実逃避するために）調査していきます．

遠藤　浩：博士課程１年

タマキガイ科二枚貝の古生態について研究中．白亜紀～第四紀ま

での日本各地の化石産地を調査し，化石の産状，堆積相の観察を行

っています．これらの結果から本分類群が時代とともに，どのよう

に生息場や形態を変えていったのかに着目しています．

田子森聰：修士課程２年

岩手県の下部白亜系宮古層群の調査をはじめて早４年．美しい風

景にド迫力の化石，そしておいしい魚介類・・・．宮古には京都の

人工の美とはまた一味違った自然の美が集約されています．みなさ

んも是非一度，ご覧になることをお勧めします．宮古層群で発見し

た化石で一番好きなものは最近見つけたNerinea．Nerineaみたい

に太くてまっすぐな生き方をしたい．

藤野滋弘：修士課程２年

岩手県の下部白亜系宮古層群が調査対象．宮古層群の化石の美し

さと堆積構造のすばらしさに目を奪われ，感動しきり．感動してば

かりいるうちに修論提出が迫りあせる．現在，宮古層群の堆積環境

を解明すべく悪戦苦闘中．パソコンとゼミ発表とカラオケが苦手．

加えて岩手の海岸が調査地なのにホヤが苦手．好きな化石は

Nipponitrigonia，重厚な感じがいい．好きな堆積構造はハンモック

状斜交層理，エレガントな曲線美に魅せられてしまう．

西村智弘：修士課程２年

白亜紀デスモセラス亜科アンモノイドの研究，主に分類や系統．

縫合線，初期殻，殻装飾を観察中．北海道白亜系蝦夷累層群がフィ

ールド，３ヶ月ぐらいこもります．フィールドにはオンロードバイ

ク．林道は砂利が浮いている下り坂でこけやすい．サンプルは６０

kgぐらいまでは無理やり載せています．サンプルが多すぎて整理

できません．

野村真一：修士課程１年

フジツボ化石の産状を調べ，その古生態を復元することを目指し

ています．フジツボは, 海岸の岩場といった，地層や化石が残りに

くい侵食場に適応した生物です．このような生態に着目し，宮城県

の中新統名取層群を調査中です．「フジツボは一度付着するとそこ

で一生を過ごす」というだけあって，研究も一度始めるとなかなか

手を離せない魅力的な研究対象です．

岡本泰洋：修士課程１年

三畳紀の二枚貝を研究しています．とりわけ，今は三畳紀後期に

生息したMonotisを対象としています．Monotisは三畳紀の示準化

石として知っている方もいるのではないかと思います．海藻などに

付着して浮遊生活をしていたと考えられています．その真偽を確か

めるべく，日々勤しんでいます．現在は宮城県皿貝層群を調査中で

す．山野を歩いて，この太古の二枚貝の姿を追っている最中です．

吉田晴彦：４回生

現在卒業論文のテーマとして，北海道北西部小平地域に分布する

白亜系蝦夷累層群において，生痕化石と生物擾乱の研究をしていま

す．主に泥岩中に含まれる生痕化石の種類や生物擾乱の程度の時代

変化を，岩相と共に観察することで，当時の海洋環境や生物相の変

遷について考えてみたいと思っています．

日本地質学会News ６（12） 191919

研究メンバー

上段左から，岡本，成瀬先生，前田先生，藤野，西村，遠藤.

下段左から，吉田，田子森，Canadoceras kossmati（サハリン産），

松永，野村．

藤野滋弘（Ｍ2），野村真一（Ｍ1）

研究室紹介
京都大学大学院 理学研究科 地球惑星科学専攻
地質学鉱物学教室 地球生物圏史講座 前田研究室

院生コーナー



このような個性豊かなメンバーで，互いに刺激を受けながら日々

奮闘しております．強面が多いように思われるかもしれませんが，

中身は『化石愛』に溢れる心暖かな仲間達です．そしてメンバーは

皆，素敵な化石との出会いを求めて今日も全国を駆け回っています．

前田研究室（アンモ・ゼミ軍団）はハードな調査も苦にしない男気

溢れる研究室と言えるでしょう．

なお，前田研究室に興味のある方，ゼミで発表してみたいという

方，いつでも歓迎します．遠慮は無用です．「我こそは！」と思っ

たら，お気軽に連絡下さい．お問い合わせは野村真一（e-mail:

nomura@kueps.kyoto-u.ac.jp）まで，よろしくお願い致します．
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常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の３名でおこなっています．原稿はe-mailでいただければ幸い
です．
tomaru@gbs.eps.s.u-tokyo.ac.jp 戸丸　仁（東大）
t02h106@amail.shinshu-u.ac.jp 北沢俊幸（信州大）
a.takahashi@fuji.waseda.jp k橋昭紀（早稲田大）

院生コーナー

験室

http://www.geosociety.jp/

月　February
○国際シンポジウム
東および東南アジアの地質進化
２月８日～14日

場所：The Gem and Jeuely研究所，

Chulalong Korn大学（タイ・バンコク）

問い合せ先：ichise@arsia.geo.tsukuba.ac.jp

☆西日本支部第148回例会・総会
２月14日（土）

会場：広島大学理学部（Ｅ棟）

http://www.geosociety.jp/

月　March
○第38回日本水環境学会年会
３月17日（水）～19日（金）

場所：札幌市コンベンションセンター

http://www.jswe.or.jp/index.html

○日本地理学会2004年度春季学術大
会
３月27日（土）～28日（日）

会場　東京経済大学

http://wwwsoc.nii.ac.jp/ajg/index.html

月　May
○地球惑星科学関連学会合同大会
2004年合同大会
５月９日（日）～13日（木）

会場：幕張メッセ　国際会議場

http://www.epsu.jp/jmoo2004/main.html

月　July
○第41回理工学における同位元素・
放射線研究発表会
７月７日（水）～９日（金）

7

5

3

2
2003.12～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

☆印は，日本地質学会行事．

月　December
○地質学史懇話会総会
12月23日（火・祝）13時30分～17時

場所：北とぴあ901号室（東京・王子）

http://www.geocities.co.jp/Technopolis/

9866/jahigeo.html

2004年
月　January

○北淡活断層シンポジウム2004
「21世紀の世界の巨大地震／野島断層から
の提言：地域にとっての文化財とは」
１月10日（土）～11日（日）

場所：兵庫県津名郡北淡町　北淡町震災記念

公園セミナーハウス

http://www.nat-museum.sanda.hyogo.jp/

○日本古生物学会第153回例会
１月24日（土）～25日（日）

場所　熊本県天草郡　御所浦白亜紀資料館

http://ammo.kueps.kyoto-u.ac.jp./palaeont/

index2.html

☆関東支部：構造地質学セミナー
１月24日（土）～25日（日）

会場　千葉大学総合校舎　E号館５階地学実

1

12

会場　日本青年館（東京都新宿区霞岳町15番

地）

http://www.jrias.or.jp/

○第39回地盤工学研究発表会
７月７日（水）～９日（金）

会場：朱鷺メッセ （新潟コンベンションセ

ンター）

http://www.jiban.or.jp/

○19th Himalaya-Karakorum-Tibet
Workshop
2004年７月10～12日

場所：北海道ニセコ・ニセコ東山プリンスホ

テル

http://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/̃arita/HKT

/index.html

○第10回地下水・土壌汚染とその防
止対策に関する研究集会
日時：2004年７月14日（水）～16日（金）

場所：大阪国際交流センター

http://www.groundwater.jp/jagh/home.ht

m

月　August
○The 32nd International Geological
Congress 2004（IGC）
８月20日（金）～28日（土）

場所：Florence, Italy

http://www.32igc.org/home.htm

月　September
☆日本地質学会第111年総会・年会
９月18日（土）～20日（月）

場所：千葉大学

http://www.geosociety.jp

9

8

C A L E NDAR



・生涯教育委員会柴委員長より，阿蘇火

山博物館存続に関わる要望書提出の依

頼があった（前期執行委員には回送済

み）．火山学会でもすでに提出したと

のことで，地質学会からの提出が急が

れたので，９月26日付けで下記のとこ

ろへそれぞれ要望書を提出した．

熊本県知事　潮谷義子，熊本県阿蘇町

町長　河u敦夫，九州産業交通㈱社長

田上良輔

・海洋学研究連絡委員会および環境理学

研究連絡委員会から委員会の構成結果

通知があった．

会員関係（担当-上砂）

１）入退会の承認

入会　正（3）井原　努，目代邦康，吉河

秀郎

院割（1）加藤直子

退会　なし

逝去　なし

２）９月末現在会員数　賛助41，名誉　73，

正4855（内，院割261），学生41 合計

5010名

３）前期第5回評議員会で質問のあった入

会手続きの流れおよび英文説明を付記す

ることについて，１次事案を回覧した．

関連学会連合（担当-天野）

・地質科学関連学協会連合

・地理関連学会連合

・自然史学会連合

会計関係（担当-大友）

会計監査（石綿，竹内）に対し，委嘱状

を発行する．

広報委員会（担当-大友）

ニュース誌編集小委員会（委員長，担

当-大友）

・ニュース誌編集状況

10月号目次

会員の声　基礎自然科学分野の知的

財産をどう守るか（羽鳥謙三）/青

少年のための科学の祭典2003全国大

会出展報告/「地質学調査の基本－

地質基準」割引販売案内/書評２/案

内２　他

11月号　未定

インターネット運営小委員会（委員長　渡

部直喜，担当-大友）

２．学術研究部会（部会長-徐　副部会長-伊

藤，脇田浩二）

行事委員会（委員長-徐）

１）静岡大会について

2004年度第１回理事会　

議事録

期　日：2003年９月19日（金）

13：30～14：00

場　所：静岡大学　共通教育Ｃ棟611

出席者：天野・伊藤・上砂・大友・狩野・公

文・玉生・中井・宮下・脇田・渡部，橋辺

（事務局）

欠席者：平会長，加藤副会長，木村副会長，

会田・徐・吉田　

１．理事（会長，副会長を除く）の役割分担

を下記のように決めた．

常務理事　渡部芳夫，副常務理事　玉生

志郎，

総務部会：部会長　天野一男，副部会長

大友幸子，上砂正一

学術研究部会：部会長　徐　垣，副部会

長　伊藤谷生，脇田浩二

編集出版部会：部会長　狩野謙一．副部

会長　宮下純夫，会田信行

普及教育部会：部会長　公文富士夫，副

部会長　中井睦美，吉田武義

法人化担当：渡部芳夫，玉生志郎

２．次回の理事会を10月１日に開くことを決

めた．

2004年度第２回理事会　

議事録
期　日：2003年10月１日（水）

13：00～17：00

場　所：北とぴあ　801会議室

出席者：木村副会長，渡部常務理事，玉生副

常務理事，運営財政部会-大友・上砂，学

研-伊藤・脇田，編出-宮下・会田，普教-公

文・中井，橋辺（事務局）

欠席者（委任状提出）：平会長，加藤副会長，

天野・狩野・徐・吉田

報告

１．運営財政部会（部会長-天野　副部会長-

大友，上砂）

総務委員会（委員長-天野）

庶務関係（担当-天野）

・（社）全国地質調査業協会連合会創立

40周年記念講演会及び祝賀会の招待が

あり，会長が出席することになった．

期日10月24日

・科学技術振興事業団　平成15年度委託

開発事業，開発課題･開発実施企業

（第２回）の募集：10月31日〆切　→

ホームページに掲載した．

・概ね大きなトラブルもなく，無事終了で

きた．年会参加者は，２日目までに登録

した人数は932名で最終的には1000人前

後になる模様．

・総会，特別講演：初日であり，開始時間

も早くて来場者が少なかった．総会対策

として，委任状を集めることに努力し

て,その点はクリアしたが，次回からは

日程と開催時間を検討することが重要で

ある．

・優秀講演（ポスター）賞は，初日，２日

目各４件，３日目３件で合計11件．

・見学旅行：台風の影響で天候が心配され

たが，結果として中止をしたのはＢ班

（天竜地域）のみであった．天候も回復

し，全班が無事終了した．

・市民向け講演会：参加者は89名．

・地質情報展：参加者は1415名，子供が多

く入場し，好評であった．年会会場との

アクセスが悪かった．

・行事委員の交代

・火山部会：高田　亮→古川竜太，構造部

会：原　英俊→石川正弘

２）合同大会プログラム委員（七山）からの

アナウンス

プログラム局員：安藤，プログラム委員：

七山・久田

来年のセッション提案募集が９月23日か

らはじまり，締め切りは，ユニオンセッシ

ョン：10月22日（水），スペシャルセッシ

ョン：10月31日（金）の予定である．

専門部会連絡委員会（担当-伊藤）

国際交流委員会（委員長-脇田浩二）

環境地質研究委員会（委員長-羽田　忍）

ヒマラヤ地質研究委員会（委員長-在田一則）

地質学と地震研究委員会（委員長-嶋本利彦）

南極地質研究委員会（委員長-廣井美邦）

地質環境の長期安定性に関する委員会（委員

長-高橋正樹）

３．編集出版部会（部会長-狩野　副部会長-

宮下，会田）

地質学雑誌編集委員会（委員長-狩野　副委

員長-宮下）

・地質学雑誌編集状況

109-10：論説３・短報１・ノート１・口絵

１（校正中）

109-11：未定

・今月の編集状況は以下の通りです．（９月

30日現在）

本年度投稿論文数66編［論説51編（和文47

欧文４）短報14（和文11 欧文３），ノー

ト１（和文１）］口絵９（和文５　欧文４）

昨年比　-１

査読中　58編．

・特別寄稿　地質学雑誌への特別寄稿（特別
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研究企画委員会（委員長- ）

法人化準備委員会（委員長-木村　学，幹

事委員　立石，担当：渡部・玉生）

倫理規定策定委員会（委員長-松本　良，

担当-伊藤）

知的財産権検討委員会（委員長-上杉　陽，

担当-伊藤）

オンライン化委員会（委員長　鈴木，担

当-天野）

選挙管理委員会（担当-天野）

議　題

＊理事会の議事録案の作成は，正・副常務理

事と事務局が作成することを確認した．

１．部会業務の引継ぎについて

１）申し送りと確認

２）付属（これまでの評議員会と執行委員会）

の委員会の確認と整理

３）実務委員会に担当理事をつけることなど

１．各部会理事は，傘下の委員会に対して，

活動報告を提出して頂くとともに今年度の

継続要望を確認し，委員会リストを理事会

に報告していただくこととした．

２．広報委員会のニュース誌編集小委員会：

現状としては委員会活動が機能していない

ので，ルーチンワークとしては事務局で対

応しているが，記事の内容などについては

限界がある．委員会を機能させて企画もの

や学会の顔としてのニュース誌になるよう

を検討してほしい．

担当は，インターネット委員会も含めて

大友理事とし，委員会を再編成していただ

く．

３．JABEE委員会と技術者継続教育委員会

は，理事会（総務委員会）のもとに所属さ

せる．

４．行事委員会担当は徐理事，専門部会連絡

委員会担当は伊藤理事とする．

５．研究委員会のうち，環境地質，地震，長

期安定，火山噴火など，社会的な関連の深

いテーマは，理事会とのパイプをつくる．

６．吉田武義氏に論集担当をお願いする（公

文理事から伝達）

７．編集出版部会のもとに「The Island Arc

編集委員会」を設置する．委員会規約につ

いては第２回評議員会までに渡部理事から

提案．同時に現編集委員長陣の交代も予定．

８．普及教育事業部会の役割分担：合同学会

「地学教育委員会」は地震と天文の若手が

中心となって，積極的に立ち上った．中井

さんと会田さんを担当理事とし，合同大会

と担当者である中尾・芝川・阿部のパイプ

役となる．学校教育委員会と地学教育委員

会の仕分けについて，統合の方向で中井・

会田・公文理事に対応をいただく．

９．評議員会の下の学校教育委員会担当は公

文理事，各賞選考委員会担当は伊藤理事，

科研費連絡委員会担当は公文理事，学術会

議連絡委員会担当は天野理事，とする．

10．評議員会の下に，法人情報公開と個人情

講演）を，加藤副会長にお願いした．また，

伊藤・巽の両氏に地質学会賞に関連した特

別寄稿を依頼する予定．

・委員長の交代　渡部→狩野，副委員長　狩

野→宮下

委員の交代　雁沢，佐野，辻，長谷川，松

岡，本山の各委員は交代することが決まった．

後任については現在検討中

企画出版委員会（担当-吉田）

論集刊行計画書（代表　藤原　治）改定版

について

販売計画まで含めて検討する．

・前任者，永広さんから吉田武義さんに，編

集規定案その他を引き継ぐこと．

The Island arc 連絡調整委員会（担当-会

田）

次回の理事会に来年度契約について報告予

定であるが，これまでどおりオンライン出版

を継続することの確認をした．

また，業者と来年以降の契約について相談

する際には，会計担当者などの同席が必要で

あり，オンライン経費の会費負担について会

員が納得できる説明が必要である．

４．普及教育事業部会（部会長-公文　副部

会長-中井・吉田）

学校教育委員会（委員長-阿部，担当-中井）

生涯教育委員会（委員長-柴）

・委員の追加：普及係として楡井　尊会

員（埼玉県立自然史博物館）

地質基準委員会（委員長-新妻）

地層名委員会（委員長-天野）

５．その他―１

支部長連絡会議（担当-玉生）

地質災害委員会（担当-玉生）

・北海道十勝沖地震への取り組み，調査につ

いてのやりとり→議題へ

JABEE委員会（委員長-三宅，担当-天野）

技術者継続教育委員会（委員長・担当-公

文）

【以下，評議員会の下の委員会】

各賞選考委員会（委員長-新井田，担当－

伊藤）

・互選の結果，委員長は新井田清信氏と決

まったことが報告された．

名誉会員推薦委員会（委員長-加藤副会長）

科研費委員会（委員長-竹内　章）

学術会議連絡委員会（委員長-木村）

地学教育委員会（委員長-佐瀬）

・東北大大槻憲四郎氏から「高校教育とセ

ンター試験について」の質問が学会に寄

せられ，佐瀬が返事を出した（内容の詳

細不明）．それに対して大槻氏からの返

事があった．（回覧資料参照）

女性地球科学者の未来を考える委員会（委

員長-田崎）

報保護への対応を検討する「個人情報保護

管理委員会」を設置する．人選は次回理事

会で検討，担当は伊藤理事．

11．なお，研究委員会等の組織や役割に関連

し，科学の動向に関する情勢の分析，本質

的な議論をやることと，事務処理手続きを

すすめることの重点の置き方，進め方に関

して議論をかわした．

地質学と関連するビックプロジェクトに

ついて学会としてかかわることの重要性，

それらの情報をながすなどの取り組みが必

要である．地震調査研究推進本部，IODP，

陸上掘削，大陸棚プロジェクトなどのビッ

クプロジェクトの情報を，News誌等を通

じて伝える仕組みを考える．大学の独立行

政法人化に絡み，予算配分が大きく変わり，

大学や研究機関などがこれまでのような枠

の中で研究計画などを考えていくことがで

きなくなるおそれがある．学会はこれらの

調整をはかることなど，これまでとは違う

役割を担うことが予想され，学会がこのよ

うな機能を果たすことのできる仕組みを作

る必要がある．これらのことを踏まえて上

記大プロジェクトにかかわっている関係者

が集まって検討していく必要がある．これ

らのことに関しては，伊藤理事から次回に

提案をいただくこととした．

以上の議論を含めた長期的事業計画等の

具体的検討を，研究企画委員会を再開して

検討させるか，理事会で直接行うかは，次

回検討する．

12．脇田理事から，地質学用語集出版小委員

会で進めている用語と，現在欧米を中心に

国際的に進めている用語選択に関わって，

両者の選択用語の齟齬など，問題点につい

て今後，検討の必要があるとの指摘があっ

た（脇田理事から公文理事，水野氏に国際

基準の資料を送る）．同様の指摘は加藤副

会長からも事務局に連絡があった．

２．来年千葉総会までの移行過程に関わる件

１）評議員会と理事会の関係について（再確

認）

移行時における評議員会での理事の議決

権について検討し，会則どおり議決権は評

議員のみが持つことを確認し，理事が議決

に加わらないことで，評議員会には諮問事

項を十分に議論していただくこととした．

２）選挙関係

＜選挙管理委員会の発足について＞

１．2004年度選挙管理委員会を早急に発足さ

せる件は，第１回評議員会で了解を得るべ

きであったが，選挙準備期日が迫っている

ため以下を第２回評議員会で事後承諾いた

だくこととした．

２．選挙管理委員の委嘱：2004年度選挙管理

委員会委員として，前年度に引き続き下記

の方々に委員を承諾していただき，委嘱す

ることとした．

小布施明子（石油資源技研） 坂本正徳

（國学院大） 塚本　斉（産総研） 手塚
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（2）投票用紙，投票日程等の詳細は，運営財

政部会において検討し，次回の理事会で決

定する．決定の後，選挙管理委員会への説

明を行う．

３）北海道，十勝沖地震について

十勝沖地震の取り組み状況の報告があっ

た．また，今後このような緊急時の対応につ

いて話し合われ，緊急調査費の予算化ならび

に積み立てなどを含めて，次回の理事会で議

論することとなった．玉生地質災害委員長よ

り提案する．

４）その他

１．03年13回執行委員会議事録の訂正につい

て．（公文理事より）

小松学術会議会員とのやり取りの結果，一

部にこちらの聞き取りミスがあったのと，小

松会員は研連委員の推薦手続きについては十

分承知していることが判明したので，すでに

配布済みであるが，議事録中の文章の一部を

削除することとし，了承した．

<議事録文言：２線引きの部分を抹消>

・その後小松正幸学術会議会員より，理学振

興・環境理学（上記◎印）の候補者につい

ては，担当研連世話人より直接会員に候補

者推薦の連絡があり，町田学術会議会員と

相談の上で別途，候補者を選定しすでに本

人の承諾を得たとの連絡を受けた．したが

って，評議員会が推薦した候補者は推薦で

きないこととなった．以上により候補者と

なったのは次の方々．

環境理学　増田富士雄，理学振興　斎藤靖二

＜次回以降の理事会開催予定＞

理事会開催予定については，会長の予定を

優先しつつ，部会長の出席できる期日を事前

に調整して決定することとした．代議員選挙

にかかるNews誌原稿内容を確定させるため

に，次回は11月中旬までに開催することとし

た．

11月　11月10日（月）14：00～19：00

12月　12月３日（水）13：00～18：00

2004年度第３回理事会　

議事録

期　日：2003年11月10日（月）

14：00～19：00

場　所：地質学会事務所

出席者：平会長，木村副会長，渡部常務理事，

玉生副常務理事，運営財政部会-天野・大

友・上砂　各理事，学研-徐・伊藤・脇田

各理事，編出-狩野・宮下　各理事，普教-

公文・吉田　各理事，橋辺（事務局）

欠席者（委任状）：加藤副会長，会田，中井

各理事

報　告

１．運営財政部会（部会長-天野　副部会長-

裕樹（アジア航測） 宮城晴耕（都立桜町

高校）

３．具体的な選挙日程と手続き，代議員，評

議員，理事選出プロセスにおいて予測でき

る問題点などについて

＜会則と選挙細則＞

１．会則における代議員定数

会則では代議員の定数は170～220名と幅が

ある．この数については，文科省の法人定款

モデル案に沿ったものであり，他の法人の定

款でもこのような幅を持たせた数字となって

いるので，それに倣ったものである．法人化

した場合，定款そのものは簡単には改正でき

ないことと，今後の会員総数の変化に対する

代議員数の比率，ならびに法人化での文科省

との交渉のなかで，数の変更を求められる可

能性にも対応できるという含みもある．

２．選挙細則における代議員の定数と補充選

挙について

選挙細則では１）の定数の幅を勘案し，１

期に100名を選出（２期で200名，）となって

いる．

全国区50名の代議員から，７名の理事を選

出した場合，全国区代議員数は43名となるが，

この減数は補充の対象とはしない．また，上

記以外の理由で欠員が出た場合には定数の巾

にもとづき，代議員総数が最低数の170名

（１期85名）に不足した場合にのみ補充選挙

を行うこととする．

３．上記１）および２）については，選挙公

報等で会員に説明する．また，例年の選挙

への申し送り事項，あるいは確認事項とし

て引き継ぐものとする．

４．地方区の定員数と補充について

（1）地方区の定員数は，選挙公示１ヶ月前の

会員数の按分を四捨五入して割り当てるも

のとする．

（2）地方区の定員が不足した場合，全国区の

補欠以下の候補者を地方区選出者としてま

わすか否かの議論をしたが，定員枠に幅が

あるので，そのような補充は行わない．

５．そのほか

（1）地方区，全国区それぞれの定数に充足で

きる立候補者を確保するために，立候補を

促す必要がある．選挙管理委員会は立候補

受付情報をｗｅｂ上で随時公開する．

（2）正式に選挙公示をする前に新しい選挙に

ついての広報を，News誌12号で学会とし

て行う．

（3）代議員候補者数が定員に満たない，ある

いは定員と同数であった場合，無投票当選

とする選挙細則があるが，代議員選挙の結

果から得票の高い順番に評議員を選ぶ必要

があるので，立候補者が定数以下の場合で

も選挙を行うこととする．

（4）上記（3）については，選挙細則の変更

を要するので，第２回評議員会で承認を得

て公布作業に移る．

＜選挙日程および選挙執行に関する詳細＞

（1）公示はNews誌１月号で行い，立候補締

め切りを２月末にする．

大友，上砂）

総務委員会（委員長-天野）

庶務関係（担当-天野）

・日本学術振興会が10月１日付けをもって

独立行政法人となったことの通知があっ

た．

これに伴い，下記のように機関名及び代

表社名が変更になったことと，科研費補

助金の取扱要領の一部を変更したことが

通知された．さらに科研費補助金に関す

る各種書式の変更があった．

１）独立行政法人　日本学術振興会　理

事長　小野元之（旧会長　吉川弘之）

２）交付決定取消し事業を行った研究者

が行おうとする事業には一定期間交付

を行わないものとする．

・小松学術会議会員より，IUGSの次期の

役員を日本から推薦することについて，

10月７日にメールで要請があり，同日理

事宛に転送済み．（→公文会員より議題

提案あり）

・他団体からの共催,後援依頼

１）第41回理工学における同位元素・放

射線研究発表会共催依頼（2004年７月）

→例年通り承諾した．共催分担金

3,000円，運営委員として昨年に引き

続き角井朝昭会員（産総研）に依頼し，

承諾を得た．

２）2004年世界アスベスト東京会議後援

依頼：2004年世界アスベスト東京会議

組織委員会（2004年11月19日-21日，

早稲田国際会議場）→承諾，特に負担

なし．

３）日本・東南アジア･環太平洋のイン

パクトイベントの国際シンポジウム後

援依頼：国際シンポジウムIEJSAP’

03事務局（2003年11月22日-24日，山

口大学）→承諾，負担なし．学会長に

対して当日の挨拶の要請あり，会長一

任とした．

４）第42回原子力総合シンポジウム：

（社）日本原子力学会　同シンポジウ

ム運営委員会（2004年５月）→承諾，

共催分担金　5,000円，運営委員は昨

年に引き続き天野理事が担当．

地層処分関連でセッションを提案して

みることとする．

・（社）日本物理学会より，３学会共同

（物理・天文・地質）で総合科学技術会

議に対して提出する要望書が送付され，

会長印を押して返送した．その後，物理

学会から，11月４日付けで提出したこと，

また，朝日，毎日，読売，日経の各新聞

社に対し，声明文を送付したことを知ら

せた旨の報告があった．（回覧資料参照）

なお，11月７日付の毎日新聞にこのこと

に関する記事が掲載され，物理学会から同

学会のHPに掲載することの了承が求めら

れた．公になった文書であるので問題なし

として，事務局長が了解の返事をした．

・阿蘇火山博物館存続に関わる要望書を９
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ハットンシンポジウム報告/会員の声

地質災害調査のこれからに　（羽鳥謙三）

/博物館紹介　茨城県立自然博物館/2004

年度会費払込について/（綴込：募金委

員会振込用紙）

12月号　未定

インターネット運営小委員会（委員長　渡

部直喜，担当-大友）

２．学術研究部会（部会長-徐　副部会長-伊

藤，脇田浩二）

行事委員会（徐委員長）

・資源地質学会より，地球惑星合同大会の

レギュラーセッション「岩石･鉱物・資

源」へのコンビーナー推薦の依頼があり，

岩石部会から角替敏昭会員（岩石部会行

司担当）を推薦した．

・来年度から講演申込,参加登録のオンラ

イン化をはかる予定で現在，オンライン

化委員会に斎藤　眞，角替敏昭両委員を

専門委員として推薦し，検討している．

専門部会連絡委員会

国際交流委員会（委員長-脇田）

環境地質研究委員会（研究委員会長-羽田）

ヒマラヤ地質研究委員会（委員長-在田）

地質学と地震研究委員会（委員長-嶋本）

南極地質研究委員会（委員長-廣井美邦）

地質環境の長期安定性に関する委員会（委

員長-高橋）

３．編集出版部会（部会長-狩野　副部会長-

宮下，会田）

地質学雑誌編集委員会（委員長-狩野　副委

員長-宮下）

・地質学雑誌編集状況

109-11：論説３　短報１　ノート１　口絵

１（校正中）

・今月の編集状況は以下の通りです．（11月

７日現在）

本年度投稿論文数70編［論説55編（和文41

欧文４）短報14（和文11 欧文３），ノート

１（和文１）］口絵10（和文５　欧文５）

昨年比　-５

査読中　46編．

・委員交代

（10月末で任期終了）松岡　篤，佐野弘

好，辻　隆司，長谷川　卓，石渡　明，

雁沢好博　以上６名

（11月１日より新任）中江　訓，川村寿

郎，保柳康一，星　博幸，長谷部徳子，

新井田清信　以上６名

企画出版委員会（担当-公文）

前期委員会から地質学論集編集規約案を引

き継ぎ，早急に完成公示を目指すこととした．

The Island arc 連絡調整委員会（担当執行委

員　会田）

来年１月から編集委員長の交代を予定して

月26日付で関係機関へ提出したが，それ

に対し，熊本県商工観光労働部商工政策

課長から現状説明の返答があった（回覧

資料参照）．

・東京大学理学部,京都大学理学部ほかよ

り教官公募があり，Webサイトに掲載

するとともに時間的に間に合えばNews

誌にも掲載することとした．

・学術会議よりの国際会議案内をWebサ

イトに掲載するとともに間に合えば

News 誌カレンダーにも掲載することと

した．

・（財）富山県ひとづくり財団より，平成

16年度「とやま賞」の周知と推薦依頼

（〆切12月８日）があり，Webサイトへ

リンクした．

会員関係（担当-上砂）

１）入退会の承認

入会　正会員　（１名）常深俊規

院生割引（１名）吉岡　翼

退会　（正１名） Glen McCrank

逝去　なし

２）10月末現在会員数　賛助　41，名誉　77，

正4855（内，院割263），学生41 合計5014

名

３）50年会員からお礼状をいただいた．（大

庭正八，倉又孝夫，東明省三，松沢逸巳，

八島隆一，山田守貞）

４）入会手続き（英文付き）の解説が作成さ

れた．一部，修正の必要有り．

関連学会連合（担当-天野）

・地質科学関連学協会連合

・地理関連学会連合

・自然史学会連合

森田利仁委員から，運営委員会議事録が送

られてきた．News誌11号に掲載の予定．11

月29日に総会ならびにシンポジウム「予測の

自然史科学」を行う．次期の代表を選出する

予定とのこと.

会計関係（担当-大友・上砂）

・会計報告

・会費未納者に対し，10月17日に３度目の

請求書を送付．対象者648名（住所不明

者除く）

・出版者著作権協議会から，日本複写権セ

ンターから同協議会に分配された出版物

の複写に係る著作権使用料（平成12年度

徴収分）のうち，本学会へは37,000円が

分配されることが通知された．

広報委員会（担当-大友）

ニュース誌編集小委員会（委員長，担当-

大友）

・ニュース誌編集状況

11月号　第110年総会・年会（静岡大会）

報告記事/03-5回評議員会議事録・04-1評

議員会議事録/募金委員会からのお願い/

案内３/公募　京都大学ほか５/紹介２/

おり，２名の現編集長よりそれぞれ候補者が

推薦され，本人の了解も既に得られている．

巽　好幸→石渡　明，小川勇二郎→

Simon Wallis

４．普及教育事業部会（部会長-公文　副部

会長-中井，吉田）

学校教育委員会（委員長-阿部）

生涯教育委員会（委員長-柴）

地質基準委員会（委員長-新妻）

地層名委員会（委員長-天野）

５．その他―１

支部長連絡会議（担当-玉生）

地質災害委員会（担当-玉生）

・緊急災害対応ブレインストーミング（10

月30日）報告（議題７を参照）

JABEE委員会（委員長-三宅）

・シンポジウム「技術者教育プログラムの

認定制度とJABEE」が，東京（12月23，

日建築会館ホール）と大阪（１月12日，

千里サイエンスホール）で開かれる．

Webサイトリンク．

・地質科学総合研連,地質学研連，応用地

質学会，地下水学会，地質学会の共催で

下記のシンポジウムを開催することにな

った．

「地質技術者資格と教育の諸外国におけ

る実情とわが国におけるあり方」

期日　12月25日（木）10：00～17：30

会場　日本学術会議

技術者継続教育委員会（委員長-公文）

【以下，評議員会の下の委員会】

各賞選考委員会（委員長　新井田清信）

名誉会員推薦委員会（委員長-加藤副会長）

科研費委員会（委員長-竹内　章）

学術会議連絡委員会（委員長-木村）

地学教育委員会（委員長-佐瀬）

・地球惑星合同大会，地学教育委員会ヘの

委員として，中尾征三・芝川明義会員に依頼

し確定した．

女性地球科学者の未来を考える委員会（委員

長-田崎）

研究企画委員会（委員長-）

法人化準備委員会（委員長-木村，幹事委員

立石，担当理事：渡部・玉生）

・募金の受け入れのため，郵便局と銀行に

口座を設けた．

郵便振替口座　00160-3-776921，銀行口

座　みずほ銀行神田駅前支店　普通預金

2058646

・News誌10月号に募金趣意書を掲載し，

会員に呼びかけた．実質的な募金額は11
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違いを12月の評議員会で確認する必要があ

る．

３．2004年度選挙管理委員会の発足

選挙管理委員会は発足した（委員長は委員

の互選で選ぶ）．今後については，総務から

選挙管理委員会に伝達し，自主的に運営を促

すことが必要である．

４．移行過程における選挙の実施

・News誌へ代議員選挙日程を掲載する．

・現在の新評議員（03年９月から新任）は04

年９月（千葉大会）以降の半年間，代議員

と評議員を兼ねることを前回の評議員会,

総会でも承認されているが，代議員任期を

半年としているため来年度は代議員選挙を

２回実施しなければならい．２回の選挙で

は負担が大きく，候補者を募ることも大変

である，議論の結果，上記半年任期とした

新評議員の任期を2.5年とすることで，選

挙を１回で済ませることにした．

ただし，評議員には残り任期の半年につ

いても，代議員への立候補をしていただく

こと，また，以後の２年間については立候

補しない選択肢もあることを確認した．

５．倫理規定・知財および個人情報保護管理

（新設）委員会の件

・個人情報保護管理委員会については，既存

３委員会の委員長，松本，上杉，鈴木氏に

湯浅真人さんを加えていただくことを考え

ている．倫理規定策定委員会を親委員会と

し，知財と個人情報そして今後設立が予想

される調停委員会は倫理規定策定委員会の

作業部会として運営を効率化する旨提案が

あり，それぞれの既存委員会で検討して理

事会に報告を頂くこととなった．

・現在知財委員会にオブザーバーとして参加

していただいている高木弁護士の処遇（顧

問等になっていただく？）について，今後

は倫理委員会，個人情報委員会などにも関

わっていただく，関係委員会および会計を

まじえて相談する．

６．各種委員会（各部会）規約の整備と確認

・次回理事会までに各担当委員会規約ならび

に委員等について整備をすすめ，報告でき

るようにする．既存の委員会でも規約がな

い（地質災害委員会など）ところも整備す

る．

・The Island Arc編集委員会規定案とThe

Island Arc編集事務局規約案が提案され，

承認された．

７．地質災害委員会（担当-玉生）

緊急災害対応ブレインストーミング（10月

30日）報告と議論内容

・初動調査の重要性，そのためのマニュア

ルつくりの必要性．

・支部にお願いすること，専門部会にお願

いすることを整理して，会長からそれぞ

月８日現在で1,483,000円，醵金者は31名

である．

倫理規定策定委員会（委員長-松本，担当-伊

藤）

知的財産権検討委員会（委員長-上杉，担当-

伊藤）

・石油公団TRCのHPに地質学会の講演要

旨（学会講演用紙に掲載されたそのもの

ではなく職員の業務報告として翻案され

たもの）を掲載することについて，著作

権，翻案権について検討を重ね,TRCの

担当責任者である大野氏と交渉をおこな

っている．TRCから同意書の修正案を

提案してもらうこととし，対応は担当伊

藤理事に一任した．

オンライン化委員会（委員長-鈴木）

・10月７日，鈴木委員長と事務局で，今後

の年会関係のオンライン化や会員管理な

どについて話し合った．まずは，行事委

員なども加えて，来年の千葉大会に向け

て発表申込,参加登録などのオンライン

化の具体的検討作業に入った．

選挙管理委員会（担当-天野）

・選挙管理委員会に対し，新選挙細則や来

年の選挙についてお願いの説明を早急に

することとした．

議　題

１．次回評議員会議題について

・時間の関係で審議ができなかったので，渡

部常務理事が早急に原案を作成し，メール

で理事会に

確認を求めることにした．

２．理事会と評議員会の関係について

・従来，細則などは評議委員会において審議

していたが，今後はどうなるか？

・評議員会は会員の意見を汲み上げる場と位

置づける．

・評議員会として決を採ることは有りうる

か？　評議員会としての決を採ることは有

りうるが，理事会はそれらを尊重する．ま

た，最終結論は理事会が出す．

・万一，理事会と評議員会において意見の対

立を見るようなことになった場合には，総

会に申し立てをすることもできる．

・評議員会の役割としては，諮問的な側面

（長期的，学問的分野）と実務的な側面

（短期的，実務的仕事）がある．今後は主

に，会長の諮問機関として位置づけ，学術

的な方向をじっくり議論していくことが重

要な役割となる．

・理事会で決めたことは　すべて評議員会の

議題とする．評議員会の答申を受けて，理

事会が決定する．総会の議案も理事会が決

めて，総会に諮ることになる．

・会長（理事長）と評議員会議長との役割の

れ依頼する．

・出版委員会（公文理事担当）に成果公表

を準備してもらう．

・地方地質誌（朝倉書店）の地質災害の項

目や文献を，災害データベースの参考資

料に加えることを検討してもらうよう，

加藤委員長に連絡する．

・初動調査の旅費，保険，安全対策，派

遣・広報などは，学会本部が担うべき役

割として，地質災害委員長が次回に提案

することとした．

・ブレインストーミングの内容は今回の議

論の内容も含め．会長名でニュース誌に

記事を掲載する．

８．千葉大会の準備状況（担当-伊藤）

・千葉大会の柱としては，次のように考え

ている．

（1）諸分野の交流と連携の拡大へ，（2）

環境問題：地球科学からの新たな取り組

みへ，（3）災害研究：機敏な初動態勢，

長期的モニター態勢の構築，（4）未来を

担う学校教育：学会全体の課題へ，（5）

運営：パワフルで機動的な体制へ

・行事内容の骨組みがこれまでより大きく

なるので，会場（設定，配置），日程が

かなり厳しくなることが予想される．メ

イン会場を体育館にして，参加受付，展

示，ポスター発表など広範囲に利用する

こと考えている．

・一般発表はこれまでの口頭発表中心から

ポスター中心（400件以上）になるよう

移行させ，比率を大きく変更する．

・アジア各国の地質学会に参加要請し，国

際化を図る．地球環境の視点から参加し

てもらう．

・学校教育というテーマを拡げて，大学の

法人化に伴い生ずる問題やJABEE関連

の課題なども追加する．

・地質災害セッションは応用地質学会と共

催にしてはどうか？

９．ニュース誌編集小委員会について（担

当-大友）

・広報委員会のニュース誌ならびにインタ

ーネット委員会について議論した．広報

委員会担当の大友理事が広報委員長とし

てニュース誌編集委員会を組織する．

・インターネット委員会はこれまでどお

り，渡部直喜委員長でお願いする．

・総務委員長が広報委員長からの意見を受

けて，提案することとなる．高橋正樹氏

には委員として留任してもらう．

10．地質用語集との整合性（担当-脇田）

・現在，用語委員会と調整中である．

11．その他

１）2006年８月開催の第17回国際堆積学会議

の共催団体となることを承認した．

２）さきに小松学術会議会員より要請のあっ
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４）2004年６月の評議員会開催日について

（会場確保の都合上）は，６月26日（土）

を第１候補，19日を第2候補として決めた

＜次回以降の理事会開催予定＞

12月３日（水）13：00～

た，IUGSの新執行部の候補者推薦につい

ては，公文理事から提案のあった，松本

良会員を推薦する（本人の承諾済み）こと

を承認．この結果を，地質研連責任者の小

松会員に報告すること．

３）The Island Arc編集委員会の規約改定お

よび同事務局規約を承認した．

12月13日（土）10：00～12：00

評議員会直前

04年１月21日（水）

次次回評議員会直前

04年６月26日（第１候補），
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2004年の会費払込について

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

会則により，次年度分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2004年１月～12月の会費学は下記の通りです．

正会員　　　　　 12,000円（アイランドアーク購読料　8,000円）
〃　　院生割引　　8,000円（ 〃　　　　　　6,000円）

注：大学院に在籍し，定収のない方で所定の申請をされた方のみに適用します．なお，これまで（～2003年分）の会
費についての申請は終了しておりますので，次年度分からの申請のみ適用となります．

準会員　　　　　　　5,000円（ 〃　　　　　　6,000円）

１．自動引き落としを登録されている方の引き落とし日は12月24日（水）です．
2004年度分会費の引き落とし日は12月24日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．

引き落とし額は基本的には2004年度分会費およびアイランドアーク購読料（印刷物受取の場合）です．これより以前に不足額ある場合に
は加算され，余剰金（繰越）がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チシツカイヒ」あるいは
「フリカエ」，「MFS」などと表示されますので必ずご確認下さい．

２．上記以外の方（お振り込み）
12月中頃に請求書兼郵便振替用紙をお送りいたしました．折り返しご送金下さいますようお願いいたします．

３．自動引き落としをご利用下さい．
12月24日の引き落としには間に合いませんが，請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落とし申し込みをお願いいたします．（お申し込

み数によっては2004年２月または３月にも引き落とし手続きを致します）徐々にご利用は増えていますが，学会としては自動引き落とし
による払込をより多くの会員に積極的に採用していただきたく，ご理解とご協力をお願いいたします．自動引き落としを希望する方は，
「自動払込利用申込書」（前号10月号巻末掲載）をお送りください．

（日本地質学会会計委員会）

訃 報

本会の次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

名誉会員 早川正巳（11月27日） 正会員 増山裕明（２月７日）
正谷　清（６月）
横田公忠（６月24日）
山本博達（７月25日）
橋本隆夫（９月）
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